
三
井
越
後
屋
に
よ
る
自
他
店
比
較
に
関
す
る
一
考
察

下
向
井
紀
彦

は
じ
め
に

一
自
他
店
の
来
店
者
数
調
査

二
大
坂
本
店
の
見
世
開
と
他
店
の
販
売
方
法

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
は
、
三
井
越
後
屋
（
以
下
、
越
後
屋
）
の
経
営
方
法
見
直
し
の
時
期
に
お
け
る
、
越
後
屋
に
よ
る
他
店
動
向
へ
の
注
目
の
具
体
像
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

寛
政
年
間
、
越
後
屋
は
経
営
不
振
の
中
に
あ
っ
た
。
本
店
一
巻
の
売
上
額
は
一
八
世
紀
中
葉
に
天
井
を
打
ち
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
寛
政
年
間
に
は
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
落
ち
こ
ん
で
い
た
。
店
前
売
現
銀
商
の
原
則
も
、
こ
の
頃
に
は
店
前
売
三
割
・
屋
敷
売
七
割
と
い
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わ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
販
売
方
法
の
改
革
を
迫
ら
れ
る
時
期
で
も
あ
っ
た
。
当
該
期
の
越
後
屋
で
は
、
店
前
売
現
銀
商
重
視
の
売
場

改
革
や
、
営
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
帳
簿
を
作
成
す
る
な
ど
経
営
改
革
を
行
っ
て
い
た
（
１
）。

ま
た
こ
の
時
期
、
大
丸
が
木
綿
を
中
心
に
積
極
的
な
店
前
売
現
銀
商
を
展
開
し
て
お
り
、
越
後
屋
は
自
身
の
経
営
不
振
の
中
で
、
大
丸
を

強
力
な
対
抗
勢
力
と
し
て
み
て
い
た
（
２
）。
第
一
章
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
京
本
店
の
重
役
手
代
が
江
戸
の
各
営
業
店
の
重
役
手
代
宛
て
に
出
し

た
経
営
改
革
の
相
談
書
や
、
相
談
書
に
対
す
る
各
営
業
店
重
役
手
代
の
回
答
や
意
見
書
の
中
に
大
丸
へ
の
言
及
が
散
見
さ
れ
る
。
寛
政
年
間

の
越
後
屋
は
、
経
営
不
振
と
、
大
丸
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
呉
服
店
と
の
競
争
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

越
後
屋
と
他
店
と
の
競
争
に
つ
い
て
は
『
三
井
事
業
史
』
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
宝
永
年
間
に
は
古
く
か
ら
呉
服
店
で
あ

る
大
黒
屋
と
の
販
売
競
争
に
突
入
し
、
安
価
な
商
品
を
大
量
に
仕
入
れ
て
販
売
す
る
こ
と
で
徹
底
的
な
安
売
競
争
に
持
ち
込
み
大
黒
屋
を
圧

倒
し
た
と
い
う
（
３
）。
ま
た
、
宝
暦
年
間
に
は
尾
張
町
で
新
装
開
店
し
た
恵
比
須
屋
・
亀
屋
と
安
売
競
争
を
展
開
し
、
尾
張
町
に
ほ
ど
近
い
芝
口

一
丁
目
に
芝
口
店
と
い
う
店
を
設
置
（
も
と
も
と
本
町
一
丁
目
に
あ
っ
た
一
丁
目
店
を
移
転
）
し
て
対
抗
し
た
（
４
）。
こ
こ
で
越
後
屋
は
、
屋
根

に
立
派
な
飾
り
を
の
せ
る
よ
う
な
普
請
を
し
て
い
る
恵
比
須
屋
・
亀
屋
の
様
子
や
、
接
客
や
礼
状
の
送
付
な
ど
顧
客
を
大
事
に
し
て
い
る
様

子
を
み
て
い
る
（
５
）。
こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
競
争
状
況
や
他
店
が
伸
張
す
る
状
況
に
お
い
て
、
越
後
屋
が
他
店
の
動
向
を
探
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
着
目
し
て
い
る
の
だ
が
、
越
後
屋
の
史
料
を
見
て
い
く
と
、
越
後
屋
の
注
目
し
た
他
店
動
向
は
店
構
え
や
接
客
態
度
だ
け
で
は

な
く
、
来
店
者
数
や
販
売
価
格
な
ど
相
対
的
に
自
他
店
を
比
較
で
き
る
情
報
や
、
よ
り
売
上
げ
を
伸
ば
し
う
る
他
店
の
販
売
方
法
な
ど
に
も

注
目
し
必
要
に
応
じ
て
調
査
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
呉
服
問
屋
と
し
て
の
越
後
屋
の
経
営
の
具
体
像
や
（
６
）、
問

屋
仲
間
の
構
造
に
つ
い
て
の
研
究
（
７
）が
中
心
で
あ
り
、
他
店
と
の
競
争
状
況
に
お
け
る
自
他
店
比
較
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
越
後
屋
の
対
応
の

具
体
像
な
ど
、
小
売
店
と
し
て
の
越
後
屋
が
営
業
の
最
前
線
で
行
な
っ
て
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
様
相
に
つ
い
て
あ
ま
り
関
心
を
払
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、
越
後
屋
京
本
店
が
行
っ
て
い
た
自
他
店
比
較
の
手
段
と
し
て
、
人
入
（
来
客
者
数
）
の
調
査
を
取
り
上
げ
、
越
後
屋

の
来
店
者
数
調
査
の
具
体
像
を
寛
政
年
間
以
前
段
階
か
ら
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
、
寛
政
年
間
の
競
争
状
況
に
お
け
る
来
店
者
数
調
査
を

踏
ま
え
た
他
店
の
景
況
判
断
の
実
態
を
み
る
。
ま
た
、
京
本
店
が
競
合
他
店
の
行
っ
た
販
売
方
法
を
、
越
後
屋
の
経
営
危
機
と
も
い
え
る
寛

政
年
間
に
、
い
か
に
把
握
・
評
価
し
、
各
営
業
店
で
の
販
売
方
法
改
善
へ
の
提
言
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る

各
営
業
店
の
反
応
に
つ
い
て
、
寛
政
六
年
の
大
坂
本
店
の
見
世
開
を
事
例
に
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
と
お
し
て
当

該
期
の
呉
服
店
の
競
争
状
況
や
越
後
屋
の
反
応
に
つ
い
て
展
望
し
た
い
。

（

1）
『
三
井
事
業
史
』（
本

�第
一
巻
、
一
九
八
〇
年
、
三
五
六
～
三
六
〇
頁
）。

（

2）
前
掲
『
三
井
事
業
史
』（
三
五
六
～
三
六
〇
頁
）。
な
お
、
齋
藤
隆
三
氏
は
、
寛
政
年
間
に
お
け
る
大
丸
の
成
長
の
要
因
に
つ
い
て
、
奢
侈
禁

止
令
に
と
も
な
う
綿
織
物
へ
の
速
や
か
な
転
換
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
『
近
世
時
様
風
俗
』
三
省
堂
、
一
九
三
五
年
、
一
一
四
～
一
一
五

頁
、
一
九
五
頁
）。

（

3）
前
掲
『
三
井
事
業
史
』（
七
五
～
七
八
頁
）
。

（

4）
（

5）
前
掲
『
三
井
事
業
史
』（
二
七
三
～
二
八
四
頁
）。

（

6）
前
掲
『
三
井
事
業
史
』
、
『
大
丸
二
百
五
十
年
史
』
（
一
九
六
七
年
）
、
『
白
木
屋
三
百
年
史
』
（
一
九
五
七
年
）
、
北
島
正
元
『
江
戸
商
業
と
伊

勢
店
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）
、
賀
川
隆
行
『
近
世
三
井
経
営
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）、
林
玲
子
『
関
東
の

�油

と
織
物
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
。

（

7）
林
玲
子
『
江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
』（
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
七
年
）、
同
『
近
世
の
市
場
構
造
と
流
通
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、

前
掲
北
島
著
書
。
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一
自
他
店
の
来
店
者
数
調
査

1

寛
政

年
間

の
経

営
改

革
案

に
み

え
る

他
店

へ
の

言
及

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
五
月
、
越
後
屋
京
本
店
の
重
役
四
名
は
、
江
戸
本
店
・
向
店
・
芝
口
店
（
江
戸
三
店
）
の
各
店
舗
の
重
役
ら
に

宛
て
て
「
示
合
書
（
１
）」
（
相
談
書
）
を
送
付
し
た
。
内
容
は
経
営
立
て
直
し
に
関
す
る
京
本
店
の
試
案
で
あ
り
、
お
も
に
販
売
・
仕
入
に
関
す

る
手
代
の
心
構
え
が
書
か
れ
て
い
た
。
京
本
店
は
江
戸
三
店
に
対
し
て
こ
の
「
示
合
書
」
を
指
針
に
し
て
商
売
に
励
む
よ
う
要
望
し
た
。

「
示
合
書
」
は
全
部
で
三
六
項
目
か
ら
な
り
、
他
の
呉
服
店
に
言
及
す
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
大
丸
（
「
村
印
」
）
に

言
及
し
た
箇
所
は
五
項
目
、
他
店
一
般
に
言
及
し
た
箇
所
は
七
項
目
で
あ
る
（
内
、
二
項
目
は
大
丸
と
他
店
が
両
方
出
て
く
る
）
。
大
丸
や

他
店
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
主
に
販
売
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
。
他
方
、
販
売
に
関
す
る
箇
所
は
二
〇
項
目
あ
り
、
そ
こ
で
頻
出
す
る
文

言
が
「
人
入
」（
来
店
者
）
で
あ
る
。
人
入
に
言
及
し
た
箇
所
は
一
二
項
目
あ
り
、
内
六
項
目
で
大
丸
・
他
店
へ
の
言
及
と
重
複
し
て
い
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

［
史
料
一
（
２
）］

近
年
正
札
付
を
以
買
人
方
よ
り
疑
を
不
受
様
、
実
意
を
専
と
し
て
前
売
商
内
、
人
入
相
招
仕
方
、
何
れ
も
如
才
無
之
、
然
共
人
入
多
少

有
、
村
印
ハ
外
事
に
心
鏡
を
不
移
前
売
一
向
之
励
方
家
内
一
統
買
人
方
心
に
叶
へ
度
而
巳
、
此
心
願
多
人
数
広
太
と
積
を
以
、
其
気
前

世
上
ニ
移
顕
れ
人
入
賑
々
敷
、
又
外
店
正
札

�に
者
致
候
得
共
、
前
売
商
一
向
と
申
に
無
之
、
夫
た
け
前
売
商
之
気
前
薄
く
其
薄
き
程

に
世
上
へ
移
人
入
無
数
事
と
存
候
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こ
れ
は
正
札
付
の
販
売
と
店
前
売
商
売
の
や
り
方
の
関
連
性
を
指
摘
し
た
部
分
で
あ
る
。
越
後
屋
で
は
客
か
ら
（
正
札
を
付
け
て
い
な
い

の
で
は
と
）
疑
い
を
受
け
な
い
よ
う
に
実
意
の
商
売
に
専
念
し
、
前
売
商
（
店
前
売
）
を
行
い
客
を
招
き
入
れ
る
努
力
を
し
て
き
た
。
越
後

屋
で
は
来
客
に
多
少
が
あ
る
が
、
大
丸
は
他
の
販
売
方
法
に
目
も
く
れ
ず
、
店
前
売
一
本
に
絞
り
こ
む
こ
と
で
店
全
体
と
し
て
顧
客
の
要
望

に
応
え
る
こ
と
の
み
心
が
け
て
い
る
。
こ
の
営
業
姿
勢
が
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
気
前
が
世
上
に
広
ま
り
来
客
者
数

は
増
大
し
て
い
る
。
他
店
も
正
札
付
の
商
売
は
で
き
て
い
る
が
店
前
売
に
専
念
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
店
前
売
の
熱
意
も
乏
し
く
、
そ
れ
が

大
衆
に
敏
感
に
感
じ
と
ら
れ
来
客
者
数
も
増
え
な
い
、
と
分
析
し
て
い
る
。

京
本
店
は
、
正
札
を
付
け
て
誠
実
な
商
売
を
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
大
丸
が
店
前
売
を
徹
底
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
来
店
者
数

を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
、
他
の
店
は
店
前
売
を
徹
底
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
見
て
と
っ
て
い
る
。
京
本
店
は
大
丸
を
は
じ
め
と
す

る
他
店
の
「
人
入
」
の
状
況
を
通
し
て
店
頭
の
賑
わ
い
を
見
て
お
り
、
さ
ら
に
店
頭
の
賑
わ
い
と
店
前
売
の
徹
底
と
を
直
結
さ
せ
て
商
況
判

断
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
京
本
店
で
は
、
来
店
者
の
多
少
を
店
前
売
徹
底
度
合
い
の
指
標
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

2

延
享

年
間

以
前

の
来

店
者

数
調

査

越
後
屋
で
は
江
戸
・
大
坂
の
各
営
業
店
（
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
・
江
戸
芝
口
店
・
大
坂
本
店
）
の
人
入
（
来
店
者
数
）
を
毎
日
記
録
し
、

一
ヶ
月
ご
と
に
「
人
入
書
」
と
い
う
書
類
に
ま
と
め
て
京
本
店
に
送
っ
て
い
た
と
い
う
。
享
保
年
間
に
作
成
さ
れ
た
「
江
戸
支
配
勤
集
下
書
」

と
い
う
越
後
屋
江
戸
本
店
支
配
役
の
職
掌
を
ま
と
め
た
史
料
に
よ
る
と
、
例
え
ば
二
月
上
旬
に
「
正
月
分
御
人
入
書
相
認
為
差
登
可
申
候
」

と
あ
る
よ
う
に
、
毎
月
上
旬
に
支
配
役
が
前
月
の
人
入
書
を
作
成
し
、
京
本
店
に
送
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
３
）。

人
入
へ
の
関
心
は
延
享
年
間
段
階
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
の
記
事
に
、
京
か
ら
江
戸
に
送
る
書
状
中
で
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の
人
入
数
表
現
方
法
を
設
定
し
た
も
の
が
あ
る
。

［
史
料
二
（
４
）］

延
享
二
丑
年
四
月
ノ
扣
也

当
春
江
戸
表
示
合
本
状
通
達
御
人
入
左
之
通
り

一
ツ （四
サ 五
シ 十
）人

無
甲
斐

一
カ
ヱ
シ

（
六
七
十
）人

相
応
賑
々
鋪

一
チ
ウ
シ

（
八
九
十
）人

賑
々
敷

一
舟
（
百
）人
位

益
賑
々
鋪

一
舟
シ

（
百
十
）人
以
上
御
群
集

一
舟
サ
シ

（
百
五
十
）人
位
大
御
群
集

〆
但
し
文
言

御
人
入
無
甲
斐
候
へ
共
実
入
宜

御
人
入
宜
ク
候
へ
共
、
実
入
不
宜
候

［
史
料
二
］
は
、
前
述
の
「
御
人
入
書
」
や
商
況
報
告
で
用
い
る
来
店
者
数
を
暗
号
風
に
設
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
四
〇
人
か
ら

五
〇
人
の
「
無
甲
斐
」
を
最
小
に
、
最
大
一
五
〇
人
の
「
大
御
群
集
」
ま
で
六
段
階
に
分
類
し
て
い
る
。
四
〇
人
か
ら
五
〇
人
を
「
無
甲
斐
」、

六
〇
人
か
ら
七
〇
人
を
「
相
応
賑
々
鋪
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
［
史
料
二
］
作
成
段
階
に
お
い
て
、
人
入
目
安
と
し
て
六
〇
人
か
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ら
七
〇
人
程
度
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
５
）。
報
告
の
文
言
と
し
て
、
人
入
は
「
無
甲
斐
」
だ
が
売
上
は
良
い
、
人
入
は
良
い
が

売
上
は
良
く
な
い
、
な
ど
と
書
く
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
来
店
者
数
と
売
上
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
人
数
が
対

応
す
る
か
定
か
で
は
な
い
が
「
群
集
」
や
「
賑
々
鋪
」
な
ど
の
表
現
は
後
世
に
も
継
承
さ
れ
て
お
り
、
人
入
多
少
の
目
安
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
店
前
売
現
銀
商
を
標
榜
す
る
越
後
屋
に
と
っ
て
、
店
頭
に
や
っ
て
く
る
客
数
記
録
は
自
店
の
景
況
判
断
の
指
標
と
し
て
重
要
な
デ
ー

タ
で
あ
り
、
そ
の
記
録
と
京
本
店
で
の
蓄
積
は
重
要
な
作
業
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
６
）。

3

明
和

年
間

の
他

店
来

店
者

数
の

調
査

越
後
屋
は
自
店
だ
け
で
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
競
合
他
店
の
人
入
も
調
査
し
、
京
本
店
に
送
付
し
て
自
他
店
の
景
況
判
断
に
用
い
て
い
た
。

本
稿
で
主
に
扱
う
寛
政
年
間
の
史
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
か
ら
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
の
、
三
井
越
後
屋
の

各
営
業
店
と
競
合
他
店
の
人
入
数
調
査
と
思
わ
れ
る
史
料
が
残
っ
て
い
る
（
第

1
�1表

（
７
））。
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
数
字
は
、
あ
る
時

間
に
そ
の
店
の
中
に
い
る
客
の
人
数
を
数
え
た
も
の
で
、
毎
日
の
全
来
店
者
を
数
え
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
史
料
は
丁
の

片
面
を
ひ
と
月
と
し
、
横
軸
に
店
名
、
縦
軸
に
年
を
記
載
し
て
い
る
（
第

1図
）
。
欄
外
に
そ
の
年
の
そ
の
月
の
調
査
日
数
を
朱
書
で
記
載

し
て
お
り
、
調
査
日
数
は
年
・
月
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
特
に
明
和
元
年
か
ら
同
三
年
ま
で
調
査
日
数
が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
明
和
元
年
九

月
に
い
た
っ
て
は
九
日
し
か
調
査
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
明
和
四
年
以
降
ほ
ぼ
毎
日
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
明
和
年
間
の
恵
比
須
屋
・
亀
屋
と
の
競
争
と
、
江
戸
芝
口
店
の
開
設
に
と
も
な
う
自
他
店
の
来
店
者
数
を
把
握
し

よ
う
と
し
た
動
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
越
後
屋
の
営
業
店
の
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
・
江
戸
芝
口
店
の
三
店
舗
、
競
合
他
店
の
大
丸
・
浜
田
屋
・

恵
比
須
屋
・
亀
屋
の
四
店
舗
、
合
計
七
店
舗
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
競
合
他
店
に
つ
い
て
以
下
概
説
し
て
お
く
。
な
お
、
関
係
す
る
越
後
屋

三井越後屋による自他店比較に関する一考察（下向井）
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第1図 店々�見合書帳



と
競
合
他
店
の
立
地
に
つ
い
て
は
第

2図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

大
丸
大
丸
は
下
村
彦
右
衛
門
を
名
乗
り
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
江
戸
の
通
旅
籠
町
（
大
伝
馬
町
三
丁
目
）
に
江
戸
店
を
開
店
し
た

越
後
屋
よ
り
も
新
し
い
呉
服
店
で
あ
る
。
呉
服
・
木
綿
・
真
綿
・
繰
綿
・
下
り

�燭
の
問
屋
株
を
持
っ
て
い
る
。
寛
政
年
間
以
降
、
急
成
長

を
遂
げ
、
越
後
屋
は
脅
威
と
認
識
し
て
い
る
。

恵
比

須
屋
恵
比
須
屋
は
島
田
八
郎
左
衛
門
を
名
乗
り
、
尾
張
町
二
丁
目
に
店
を
構
え
て
い
た
有
力
な
呉
服
店
で
あ
る
。
木
綿
・
繰
綿
・
真

綿
・
麻
苧
・
畳
表
・
下
り

�燭
・
下
り
傘
・
綿
打
道
具
な
ど
の
問
屋
株
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
井
同
様
、
両
替
商
と
し
て
も
有
名
で
あ

り
、
明
治
維
新
期
に
は
三
井
・
小
野
と
と
も
に
新
政
府
の
財
政
を
さ
さ
え
る
為
替
方
と
な
っ
て
い
る
。

亀
屋
亀
屋
は
亀
屋
七
左
衛
門
を
名
乗
り
、
恵
比
須
屋
同
様
、
尾
張
町
二
丁
目
に
呉
服
店
を
構
え
て
い
た
。
繰
綿
・
真
綿
・
呉
服
・
麻
苧
・

下
り

�燭
・
木
綿
の
問
屋
株
を
持
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
有
力
な
呉
服
店
だ
っ
た
が
、
文
政
二
年
に
尾
張
町
が
類
焼
し
た
際
の
地
図
に
は

「
亀
屋
先
達
而
よ
り
商
売
相
休
、
当
時
明
店
ニ
而
家
守
住
居
候
（
８
）」
と
あ
り
、
ま
た
文
政
二
年
に
休
株
を
理
由
に
鑑
札
・
株
札
を
仲
間
行
事
に

預
け
て
い
る
（
９
）。
文
政
年
間
初
頭
に
は
閉
店
な
い
し
休
業
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

浜
田

屋
浜
田
屋
も
呉
服
店
と
思
わ
れ
る
。
延
享
二
年
の
絵
図
（

�）で
尾
張
町
一
丁
目
南
西
角
に
「
浜
田
屋
七
郎
右
衛
門
」
の
名
前
で
登
場
す
る

（
第

3図
）
。
『
江
戸
名
所
図
絵
』
な
ど
で
布
袋
屋
の
描
か
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
こ
の
浜
田
屋
は
明
和
年
間
か
ら
寛
政
年
間
の
時
期
に
移

転
な
い
し
廃
業
し
、
恵
比
須
屋
が
「
浜
田
屋
跡
相
求
（

�）」
め
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
布
袋
屋
が
入
っ
て
い
る
。
越
後
屋
は
、
恵
比
須
屋
が

大
伝
馬
町
二
丁
目
に
土
地
を
取
得
し
た
際
に
「
布
袋
屋
見
世
を
引
越
（

�）」
さ
せ
る
の
で
は
と
疑
っ
て
お
り
、
か
つ
文
化
二
年
の
江
戸
問
屋
仲
間

に
関
す
る
史
料
の
中
で
、
「
布
袋
屋
方
ハ
ヱ
八

（
恵
比
須
屋
）同
家
（

�）」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恵
比
須
屋
と
布
袋
屋
と
は
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
布
袋
屋
も
古
い
呉
服
店
な
の
だ
が
、
い
つ
か
ら
恵
比
須
屋
と
「
同
家
」
に
な
っ
た
の
か
は
現
時
点
で
明
ら
か
に
で
き
て

い
な
い
。

三井越後屋による自他店比較に関する一考察（下向井）
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第1�1表 三井越後屋と競合他店の人入数 単位：人と推定

日数
江戸本店全体

向店 芝口店 大丸 浜田屋
恵比
須屋

亀屋
本店 同角 同繖

明和元年 正月 19 1,616 909 512 195 564 � 334 73 340 326

2月 22 2,103 1,158 672 273 737 � 452 84 482 454

3月 21 1,857 1,117 568 172 646 � 406 150 458 317

4月 22 1,882 1,187 521 174 596 � 480 144 497 397

5月 16 1,320 810 387 123 336 � 354 80 386 304

6月 15 1,447 913 391 143 412 � 401 65 357 276

7月 21 1,396 832 409 155 428 � 392 122 330 224

8月 24 1,744 987 525 232 641 � 528 76 487 445

9月 9 719 429 210 80 243 � 184 32 180 167

10月 27 2,053 1,150 653 250 618 � 497 135 509 421

11月 26 2,103 1,211 655 237 565 � 563 163 669 517

12月 23 1,621 954 507 160 455 � 436 153 458 357

閏12月 20 2,003 912 483 149 459 � 411 93 413 402

明和2年 正月 13 1,358 929 319 110 357 � 218 45 251 169

2月 18 1,259 707 379 173 391 � 339 68 324 318

3月 21 1,831 1,100 556 175 487 � 418 92 464 428

4月 21 2,074 1,226 596 252 620 � 477 155 473 382

5月 21 1,570 929 482 159 381 � 367 83 413 308

6月 30 1,739 874 711 154 494 � 457 90 437 343

7月 15 801 366 353 82 296 � 223 31 220 216

8月 19 1,590 802 585 203 481 � 345 81 375 327

9月 20 1,603 931 437 235 523 � 383 190 369 291

10月 21 1,641 904 540 197 613 � 398 125 419 367

11月 21 1,974 976 717 281 232 � 425 95 485 401

12月 ？ 1,705 952 580 173 587 � 448 108 449 346

明和3年 正月 ？ 1,065 616 343 106 299 � 213 52 241 207

2月 ？ 1,198 680 396 122 323 � 266 55 290 285

3月 22 1,488 776 510 202 474 � 409 101 431 351

4月 � � � � � � � � � � �

5月 � � � � � � � � � � �

6月 � � � � � � � � � � �

7月 � � � � � � � � � � �

8月 � � � � � � � � � � �

9月 � � � � � � � � � � �

10月 � � � � � � � � � � �

11月 � � � � � � � � � � �

12月 30 2,430 1,200 1,025 205 531 � 351 165 952 854

明和4年 正月 26 1,969 1,052 726 191 548 � 419 96 487 434

2月 30 1,919 982 721 216 632 � 444 150 656 548

3月 24 2,025 1,026 795 204 597 � 348 156 799 589

4月 28 2,455 1,314 958 183 839 � 330 149 942 777
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日数
江戸本店全体

向店 芝口店 大丸 浜田屋
恵比
須屋

亀屋
本店 同角 同繖

5月 28 2,073 1,013 776 284 528 � 387 129 722 632

6月 30 1,988 1,034 709 245 784 � 367 98 275 533

7月 24 1,270 652 517 101 493 � 197 69 425 380

8月 � � � � � � � � � � �

9月 28 1,545 756 668 121 685 � 252 87 594 489

閏9月 � � � � � � � � � � �

10月 29 1,730 840 674 216 668 � 326 51 632 501

11月 28 1,519 1,024 286 209 587 � 352 124 642 478

12月 30 2,447 1,186 959 302 818 � 640 169 885 671

明和5年 正月 29 2,216 1,070 925 221 649 � 468 122 774 590

2月 29 1,417 724 526 167 511 690 313 73 515 354

3月 28 1,524 728 597 199 669 720 337 82 578 417

4月 30 2,670 1,254 1,105 311 976 1,159 488 187 1,090 780

5月 27 1,562 748 604 210 299 653 363 84 600 453

6月 28 1,675 789 684 202 673 813 330 90 717 507

7月 25 1,275 619 495 161 352 489 227 69 384 289

8月 29 1,550 728 593 229 583 709 327 72 602 416

9月 28 1,739 866 629 244 550 789 380 104 701 457

10月 28 1,996 1,033 705 258 787 784 472 79 672 463

11月 30 2,464 1,313 876 275 932 914 602 140 866 683

12月 28 2,313 1,304 823 186 939 987 423 92 855 530

明和6年 正月 24 1,006 516 378 112 399 471 172 26 383 239

2月 30 1,564 780 591 193 560 623 274 43 580 360

3月 28 1,647 792 607 248 553 662 303 47 653 483

4月 28 2,266 1,105 905 256 854 847 499 106 804 596

5月 29 1,790 886 661 243 581 764 354 57 705 442

6月 29 1,579 783 620 176 478 608 356 56 606 396

7月 � � � � � � � � � � �

8月 27 1,410 640 549 221 465 559 307 52 498 342

9月 27 1,300 675 461 164 448 557 271 42 526 349

10月 28 1,186 757 216 213 599 340 340 77 584 340

11月 30 2,316 1,152 823 341 951 919 623 89 874 649

12月 30 2,145 1,054 801 290 981 1,091 473 91 92 640

明和7年 正月 � � � � � � � � � � �

2月 29 1,502 743 546 213 419 608 288 34 625 351

3月 29 1,982 917 851 214 678 747 467 112 764 604

4月 29 2,226 1,058 905 263 712 928 507 114 907 664

5月 28 2,350 1,190 868 292 1,145 975 498 101 934 685

6月 28 1,904 975 673 256 745 797 390 47 805 470

閏6月 29 1,388 581 658 149 626 474 234 30 460 290

7月 � � � � � � � � � � �

8月 29 1,817 849 771 197 527 556 439 159 600 528



第

1
�1表

に
基
づ
い
て
、
人
入
数
を
み
て
み
よ
う
。
明
和
元
年
・

二
年
に
つ
い
て
は
、
調
査
日
数
は
不

�い
で
は
あ
る
が
正
月
か
ら
十
二

月
（
閏
月
含
め
て
）
全
て
の
数
字
が
残
っ
て
お
り
、
明
和
五
年
に
つ
い

て
は
、
芝
口
店
の
正
月
の
数
字
以
外
全
て
そ
ろ
っ
て
お
り
、
こ
の
三
ヶ

年
分
は
通
年
で
の
人
入
数
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
永
元
年

は
一
ヶ
月
分
の
み
の
記
載
の
た
め
省
略
し
た
。
明
和
五
年
を
事
例
に
み

て
み
る
と
、
全
体
と
し
て
、
ど
の
店
舗
も
概
ね
衣
替
え
前
の
四
月
、
年

末
の
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
人
入
数
が
多
い
傾
向
と
な
っ
て
い

る
。
個
別
の
店
舗
で
見
て
い
く
と
、
越
後
屋
江
戸
本
店
の
人
入
数
を
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
合
計
す
る
と
二
万
二
四
〇
一
人
（
内
、
本
店
一
万

一
一
七
六
人
、「
同
角
」
八
五
六
二
人
、「
同
繖
（

�）」
二
六
六
三
人
）
と
な

っ
て
突
出
し
て
お
り
、
同
様
に
江
戸
向
店
は
七
九
二
〇
人
、
江
戸
芝
口

店
は
八
七
〇
七
人
と
な
っ
て
い
る
。
競
合
他
店
で
は
恵
比
須
屋
が
八
三

五
四
人
、
亀
屋
が
五
九
三
九
人
、
大
丸
が
四
七
三
〇
人
で
、
恵
比
須
屋

が
他
店
よ
り
抜
き
ん
出
て
お
り
、
江
戸
向
店
を
も
上
回
り
、
江
戸
芝
口

店
と
拮
抗
す
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

越
後
屋
は
明
和
三
年
十
一
月
に
本
町
一
丁
目
店
を
芝
口
に
移
転
し
て

芝
口
店
を
開
設
す
る
。
第

1
�1表

で
芝
口
店
の
人
入
数
は
明
和
五
年

138

日数
江戸本店全体

向店 芝口店 大丸 浜田屋
恵比
須屋

亀屋
本店 同角 同繖

9月 28 1,692 803 650 239 804 791 335 95 711 521

10月 28 1,495 773 527 195 641 723 269 52 664 450

11月 � � � � � � � � � � �

12月 30 2,957 951 775 276 955 976 468 98 800 605

明和8年 正月 � � � � � � � � � � �

2月 27 1,797 827 759 211 652 703 285 148 669 589

3月 28 1,915 874 808 233 606 604 348 67 512 337

4月 � � � � � � � � � � �

5月 � � � � � � � � � � �

6月 � � � � � � � � � � �

7月 � � � � � � � � � � �

8月 29 1,532 830 550 152 492 811 336 99 527 458

9月 29 1,171 570 429 172 536 654 198 63 432 313

10月 � � � � � � � � � � �

11月 � � � � � � � � � � �

12月 � � � � � � � � � � �

出所）「店々人入見合書帳」（三井文庫所蔵史料 本899）。

注） 江戸本店の「同角」は江戸本店の「東見世」というブロックを指すと思われる。「同繖」については何

を指すのか現時点では明らかにできていない。
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②
①

③

⑧

①越後屋 江戸本店

②越後屋 向店

③越後屋 芝口店

④大丸

⑤布袋屋

⑥亀屋

⑦恵比須屋

⑧岩城桝屋

④

⑤
⑥

⑦

第2図 関係呉服店所在地

基図）『日本都市史入門 Ⅲ 人』（東京大学出版会、1990年、扉部分）。



か
ら
残
っ
て
い
る
。
こ
の
前
後
を
比
較
す
る
と
芝
口
店
に
近
接
す
る
恵
比
須
屋
・
亀
屋
の
人
入
数
変

化
も
み
て
と
れ
る
。
第

1
�2表

は
第

1
�1表

の
人
入
数
を
日
数
で
日
割
り
計
算
し
て
み
た
も
の
で

あ
る
。
明
和
三
年
以
前
と
、
明
和
五
年
以
降
を
比
較
す
る
と
、
恵
比
須
屋
・
亀
屋
と
も
に
明
和
三
年

以
前
よ
り
も
来
店
者
数
の
多
い
月
が
見
受
け
ら
れ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
芝
口
店
の
新
設
に
よ
り
大

店
同
士
の
販
売
競
争
が
激
化
し
て
い
た
尾
張
町
で
は
、
芝
口
店
の
み
な
ら
ず
恵
比
須
屋
・
亀
屋
と
も

に
来
店
者
数
を
伸
ば
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

逆
に
こ
の
時
期
、
江
戸
本
店
の
人
入
数
は
漸
減
し
て
い
る
。
比
較
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
江
戸
本

店
・
向
店
・
芝
口
店
の
売
上
額
を
第

4図
に
ま
と
め
た
。
芝
口
店
は
本
町
一
丁
目
か
ら
の
移
転
後
、

そ
れ
ま
で
と
比
較
に
な
ら
な
い
売
上
を
記
録
し
て
い
る
が
、
江
戸
本
店
の
売
上
額
は
漸
減
し
て
い
る
。

売
上
額
と
人
入
数
と
は
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
、
江
戸
本
店
で
は
芝
口
店
の

活
況
と
反
比
例
す
る
形
で
、
人
入
数
も
売
上
額
も
落
ち
込
む
時
期
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ

と
は
、
芝
口
店
が
江
戸
本
店
に
来
て
い
た
尾
張
町
周
辺
の
顧
客
な
ど
を
吸
収
し
て
さ
ら
な
る
顧
客
を

獲
得
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
越
後
屋
で
は
他
店
と
の
競
争
状
況
に
陥
る
よ
う

な
時
期
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
自
他
店
の
来
店
者
数
を
調
査
し
て
市
場
動
向
を
把
握
し
、
対
抗

策
を
構
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

4

天
明

年
間

に
お

け
る

来
店

者
数

の
調
査

方
法

越
後
屋
で
は
人
入
数
を
ど
の
よ
う
な
形
で
調
査
し
て
い
た
の
か
。
第

1
�1表

の
人
入
数
調
査
に
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第3図 尾張町関係地図（延享 4年段階）

出所）「尾張町通絵図」（三井文庫所蔵史料 本1204�3）。

注） 本図は『三井事業史』本�第1巻277頁 第4�2図を引用した。



三井越後屋による自他店比較に関する一考察（下向井）

141

第1�2表 三井越後屋と競合他店の人入数の日平均 単位：人と推定

江戸本店全体
向店 芝口店 大丸 浜田屋

恵比
須屋

亀屋
本店 同角 同繖

明和元年 正月 85 48 27 10 30 18 4 18 17

2月 96 53 31 12 34 21 4 22 21

3月 88 53 27 8 31 19 7 22 15

4月 86 54 24 8 27 22 7 23 18

5月 83 51 24 8 21 22 5 24 19

6月 96 61 26 10 27 27 4 24 18

7月 66 40 19 7 20 19 6 16 11

8月 73 41 22 10 27 22 3 20 19

9月 80 48 23 9 27 20 4 20 19

10月 76 43 24 9 23 18 5 19 16

11月 81 47 25 9 22 22 6 26 20

12月 70 41 22 7 20 19 7 20 16

閏12月 100 46 24 7 23 21 5 21 20

明和2年 正月 104 71 25 8 27 17 3 19 13

2月 70 39 21 10 22 19 4 18 18

3月 87 52 26 8 23 20 4 22 20

4月 99 58 28 12 30 23 7 23 18

5月 75 44 23 8 18 17 4 20 15

6月 58 29 24 5 16 15 3 15 11

7月 53 24 24 5 20 15 2 15 14

8月 84 42 31 11 25 18 4 20 17

9月 80 47 22 12 26 19 10 18 15

10月 78 43 26 9 29 19 6 20 17

11月 94 46 34 13 11 20 5 23 19

12月

明和3年 正月

2月

3月 68 35 23 9 22 19 5 20 16

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月 81 40 34 7 18 12 6 32 28

明和4年 正月 76 40 28 7 21 16 4 19 17

2月 64 33 24 7 21 15 5 22 18

3月 84 43 33 9 25 15 7 33 25

4月 88 47 34 7 30 12 5 34 28
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江戸本店全体
向店 芝口店 大丸 浜田屋

恵比
須屋

亀屋
本店 同角 同繖

5月 74 36 28 10 19 14 5 26 23

6月 66 34 24 8 26 12 3 9 18

7月 53 27 22 4 21 8 3 18 16

8月

9月 55 27 24 4 24 9 3 21 17

閏9月

10月 60 29 23 7 23 11 2 22 17

11月 54 37 10 7 21 13 4 23 17

12月 82 40 32 10 27 21 6 30 22

明和5年 正月 76 37 32 8 22 16 4 27 20

2月 49 25 18 6 18 24 11 3 18 12

3月 54 26 21 7 24 26 12 3 21 15

4月 89 42 37 10 33 39 16 6 36 26

5月 58 28 22 8 11 24 13 3 22 17

6月 60 28 24 7 24 29 12 3 26 18

7月 51 25 20 6 14 20 9 3 15 12

8月 53 25 20 8 20 24 11 2 21 14

9月 62 31 22 9 20 28 14 4 25 16

10月 71 37 25 9 28 28 17 3 24 17

11月 82 44 29 9 31 30 20 5 29 23

12月 83 47 29 7 34 35 15 3 31 19

明和6年 正月 42 22 16 5 17 20 7 1 16 10

2月 52 26 20 6 19 21 9 1 19 12

3月 59 28 22 9 20 24 11 2 23 17

4月 81 39 32 9 31 30 18 4 29 21

5月 62 31 23 8 20 26 12 2 24 15

6月 54 27 21 6 16 21 12 2 21 14

7月

8月 52 24 20 8 17 21 11 2 18 13

9月 48 25 17 6 17 21 10 2 19 13

10月 42 27 8 8 21 12 12 3 21 12

11月 77 38 27 11 32 31 21 3 29 22

12月 72 35 27 10 33 36 16 3 3 21

明和7年 正月

2月 52 26 19 7 14 21 10 1 22 12

3月 68 32 29 7 23 26 16 4 26 21

4月 77 36 31 9 25 32 17 4 31 23

5月 84 43 31 10 41 35 18 4 33 24

6月 68 35 24 9 27 28 14 2 29 17

閏6月 48 20 23 5 22 16 8 1 16 10

7月

8月 63 29 27 7 18 19 15 5 21 18



対
応
す
る
調
査
要
領
や
基
準
は
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
天
明
年

間
の
京
本
店
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
経
営
見
直
し
案
の
中
に
次
の
よ
う
な
廉

書
が
あ
る
。

［
史

料
三
（

�）］

一
日
々
外
店
々
人
入
見
せ
ニ
遣
シ
、
前
々
之
通
帳
面
へ
扣
可
申
事
、
尤

月
〆
い
た
し
、
手
前
と
見
競
之
調
へ
ニ
者
及
不
申
事

但
、
昼
八
ツ
時
頃
を
御
人
入
之
時
刻
ニ
相
極
メ
、
手
印
之
儀
本
状

口
書
へ
認
可
申
登
候
事

［
史
料
三
］
は
辰
（
天
明
四
年
ヵ
（

�））
八
月
に
京
本
店
で
作
成
さ
れ
た
店
舗

改
革
案
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
中
で
京
本
店
は
他
店
の
人
入
数
調
査
に
つ
い

て
、
毎
日
の
他
店
の
人
入
を
見
さ
せ
る
た
め
に
、
各
他
店
に
奉
公
人
を
派
遣

し
、
人
入
数
を
数
え
さ
せ
て
、
以
前
の
よ
う
に
帳
面
に
控
え
て
お
く
こ
と
、

毎
月
末
に
集
計
す
る
が
、
三
井
越
後
屋
の
各
営
業
店
と
比
較
す
る
に
は
及
ば

な
い
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
「
前
々
之
通
」
と
表
現
し
て
お
り
、
天
明
年

間
段
階
に
お
い
て
人
入
突
合
は
停
滞
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
［
史

料
三
］
は
、
し
ば
ら
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
他
店
と
の
人
入
突
合
の
必
要
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江戸本店全体
向店 芝口店 大丸 浜田屋

恵比
須屋

亀屋
本店 同角 同繖

9月 60 29 23 9 29 28 12 3 25 19

10月 53 28 19 7 23 26 10 2 24 16

11月

12月 99 32 26 9 32 33 16 3 27 20

明和8年 正月

2月 67 31 28 8 24 26 11 5 25 22

3月 68 31 29 8 22 22 12 2 18 12

4月

5月

6月

7月

8月 53 29 19 5 17 28 12 3 18 16

9月 40 20 15 6 18 23 7 2 15 11

10月

11月

12月

出所）「店々�見合書帳」（三井文庫所蔵史料 本899）。
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江
戸
本
店

芝
口
店

向
店

宝
暦
11年

1
2,0

00.00

10,000.00

8,000
.00

6,000
.00

4,000
.00

2,000.00

0.00

銀貫

第
4
図
越
後
屋
江
戸
三
店
の
売
上
額

出
所
）
「
江
戸
本
店
目
録
吟
味
寄
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
837
・

838）
、
「
江
戸
向
店
目
録
吟
味
寄
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
8
39
・

840）
、
「
江
戸
芝
口
店
目
録
吟
味
寄
」

（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本

841・
842）。

宝
暦
12年宝
暦
13年明
和
元
年明
和
2
年明
和
3
年明
和
4
年明
和
5
年明
和
6
年明
和
7
年明
和
8
年安
永
元
年安
永
2
年安
永
3
年安
永
4
年安
永
5
年安
永
6
年安
永
7
年安
永
8
年安
永
9
年



に
迫
ら
れ
調
査
方
法
を
再
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
［
史
料
三
］
の
但
書
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
昼
八
ツ
時
（
現
在
の
午
後
二
時
か
ら
三
時
頃
）
を
人
入
の
時
刻
に
決
め

る
こ
と
、「
手
印
」
（
手
前
＝
越
後
屋
自
身
の
こ
と
か
）
の
数
字
は
京
本
店
へ
の
書
状
の
書
き
出
し
部
分
（「
口
書
」）
に
記
載
し
て
登
す
こ
と

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
井
越
後
屋
と
調
査
対
象
店
の
人
入
数
と
は
、
毎
日
の
始
業
か
ら
終
業
ま
で
の
総
入
店
者
数
で
は
な
く
、
午
後
二
、

三
時
段
階
に
各
店
に
入
っ
て
い
る
客
の
人
数
で
あ
り
、
人
入
数
の
集
計
方
法
は
、
そ
の
時
間
帯
に
三
井
越
後
屋
の
手
代
か
子
供
を
各
店
に
送

り
込
ん
で
実
際
に
人
数
を
数
え
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
に
売
場
で
買
物
を
し
て
い
る
者
、
付
き
添
い
の
者
、
店
頭
で
様
子
を

見
て
い
る
だ
け
の
者
、
様
々
な
来
店
者
が
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
を
全
て
含
め
た
そ
の
時
点
で
店
に
い
る
客
の
数
を
数
え
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
多
少
の
差
異
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
延
享
年
間
、
明
和
年
間
、
寛
政
年
間
の
調
査
方
法
も
こ
れ
に
近
い
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
井
越
後
屋
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
把
握
し
た
人
入
数
を
通
し
て
、
自
他
店
比
較
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
は
常
に
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
三
井
越
後
屋
京
本
店
の
重
役
手
代
が
江

戸
三
店
（
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
・
江
戸
芝
口
店
）
の
重
役
手
代
宛
に
出
し
た
店
舗
改
革
案
の
一
部
に
は
、
「
前
々
ハ
外
店
々
人
入
突
合
書

登
り
候
所
、
此
方
人
入
無
数
成
ニ
付
、
差
略
書
等
出
来
、
依
之
致
中
絶
候
（

�）」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
外
店
々
人
入
突
合
書
」
（
他
店
と
の
人

入
を
比
較
し
た
書
類
）
の
作
成
と
京
本
店
へ
の
提
出
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
越
後
屋
側
の
人
入
が
他
店
に
対
し
て
劣
勢
に
な
っ

た
い
ず
れ
か
の
段
階
か
ら
、
「
差
略
書
（

�）」
（
数
値
で
な
く
人
入
状
況
を
記
し
た
書
付
か
）
の
み
提
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
「
人

入
突
合
書
」
の
提
出
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
述
の
よ
う
に
明
和
年
間
に
は
調
査
さ
れ
て
い
た
人
入
数
は
天
明
年
間

段
階
で
は
数
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
天
明
年
間
か
ら
寛
政
年
間
に
か
け
て
再
び
人
入
数
調
査
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い

え
る
。
そ
し
て
、
［
史
料
一
］
な
ど
で
京
本
店
が
他
店
の
様
子
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
寛
政
年
間
段
階
で
何
ら
か
の
形

で
自
他
店
の
人
入
数
調
査
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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5

寛
政

年
間

に
お

け
る

来
店

者
数

の
目

安
と

評
価

（
一
）
来
店
者
数
の
目
安

つ
ぎ
に
、
寛
政
年
間
の
京
本
店
の
想
定
し
て
い
た
江
戸
に
お
け
る
来
店
者
数
の
目
安
を
考
え
て
み
た
い
。
先
述
の
よ
う
に
延
享
二
年
段
階

で
来
店
者
数
の
目
安
が
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
政
年
間
段
階
で
、
来
店
者
数
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。

［
史
料
四
（

�）］

日
々
村
印

（
大
丸
）人
入
五
十
在
之
ハ
、
有
之
儘
ニ
可
申
事
ハ
勿
論
ニ
候
、
四
十
と
申
気
風
者
此
方
励
ニ
油
断
を
す
ゝ
む
る
所
有
、
又
六
十
と
申

気
風
ハ
此
方
励
を
す
ゝ
む
る
所
可
有
之
候

［
史
料
四
］
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
京
本
店
か
ら
江
戸
三
店
に
提
示
さ
れ
た
経
営
改
革
案
の
一
部
で
あ
り
、
越
後
屋
の
現
銀
売
の

衰
え
を

�回
す
る
方
策
と
し
て
大
丸
と
比
較
し
て
い
る
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
丸
の
人
入
が
五
〇
人
程
度
な
ら
ば
そ
の
ま
ま
で
よ
い
。

四
〇
人
で
あ
れ
ば
越
後
屋
側
の
油
断
を
招
く
。
逆
に
六
〇
人
で
あ
れ
ば
越
後
屋
側
が
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

寛
政
六
年
時
点
に
お
い
て
、
越
後
屋
で
想
定
し
て
い
た
標
準
的
な
来
店
者
数
は
五
〇
人
程
度
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

（
二
）
人
入
か
ら
見
た
他
店
評
価

先
述
の
よ
う
に
、
京
本
店
が
人
入
を
意
識
し
て
い
た
の
は
、
そ
れ
が
店
前
売
（
と
そ
れ
に
よ
る
売
上
増
加
）
に
直
結
す
る
問
題
だ
か
ら
で

あ
っ
た
。
入
店
者
数
の
多
少
は
、
そ
の
ま
ま
呉
服
店
の
店
前
売
の
盛
衰
に
対
応
す
る
。
現
銀
店
前
売
を
標
榜
す
る
呉
服
店
に
と
っ
て
、
人
入

数
は
自
店
の
み
な
ら
ず
、
他
店
の
店
前
売
の
盛
衰
を
は
か
る
尺
度
と
し
て
重
視
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
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［
史
料
五
（

�）］

（
前
略
）
当
時
現
印

（
現
銀
商
）

商
、
村
印

（
大
丸
）方
其
勢
ひ
広
太
ニ
候
得
者
、
現
印
商
之
可
為
師
道
、
夫
を
見
取
手
本
と
す
べ
き
事
ニ
候
得
者
、
猶
此
末
之

所
日
々
人
入
之
様
子
御
改
ニ
而
、
此
方
売
人
是
ニ
張
合
相
励
候
様
、
丹
誠
有
り
度
事
ニ
存
候
（
後
略
）

［
史
料
五
］
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
京
本
店
か
ら
江
戸
三
店
に
提
示
さ
れ
た
経
営
改
革
案
の
一
部
で
あ
る
。
京
本
店
は
江
戸
三

店
に
対
し
て
、
現
状
で
現
銀
商
（
店
前
売
現
銀
商
）
は
大
丸
の
勢
い
が
強
い
た
め
、
大
丸
を
現
銀
商
の
師
と
み
な
す
こ
と
、
大
丸
の
現
銀
商

の
方
法
を
手
本
と
し
て
商
売
を
す
る
べ
き
な
の
で
、
今
後
毎
日
人
入
数
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
越
後
屋
側
の
売
場
手
代
は
大
丸
の
人
入
に
張
り
合

い
励
む
よ
う
に
つ
と
め
る
こ
と
、
を
要
請
し
て
い
る
。
京
本
店
は
、
江
戸
三
店
に
対
し
て
大
丸
の
現
銀
商
を
見
習
っ
て
原
点
に
立
ち
返
る
こ

と
を
求
め
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
元
来
人
入
数
は
支
配
役
が
月
頭
に
前
月
の
人
入
数
を
「
御
人
入
書
」
に
ま
と
め
て
京
本
店
に
送
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
江
戸
で
毎
日
の
集
計
・
比
較
を
励
行
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
江
戸
三
店
の
手
代
ら
に
毎
日
の

大
丸
と
自
店
と
の
人
入
数
比
較
を
行
わ
せ
る
こ
と
で
、
江
戸
三
店
の
手
代
ら
に
自
店
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
認
識
さ
せ
よ
う
と
い
う
京
本

店
の
意
図
を
み
て
と
れ
る
。

（
三
）
人
入
か
ら
み
る
競
合
他
店
の
活
況

京
本
店
は
店
前
売
現
銀
商
の
伸
張
と
人
入
増
加
と
を
相
互
に
関
連
す
る
事
柄
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
人
入
盛
況
な
他
店
の
様

子
を
次
の
よ
う
に
見
て
取
っ
て
い
た
。

［
史
料
六
（

�）］

（
前
略
）
村
印

（
大
丸
）・
岩
印

（
岩
城
枡
屋
）

前
売
現
銀
商
励
強
、
人
入
群
集
之
様
子
、
手
前
方
ね
い
り
蒙
ニ
世
間
へ
甚
不
外
聞
心
気
衰
屈
宅
罷
在
候
（
後
略
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略
）

［
史
料
六
］
は
京
本
店
の
重
役
手
代
か
ら
、
江
戸
三
店
の
重
役
手
代
に
あ
て
た
店
前
売
励
行
を
促
す
書
状
の
一
節
で
あ
り
、
店
前
売
不
振

の
状
況
と
そ
の
対
応
策
を
提
示
す
る
な
か
で
、
競
合
他
店
の
状
況
に
言
及
し
て
い
る
。
京
本
店
は
、
江
戸
の
大
丸
と
岩
城
升
屋
は
店
前
売
・

現
銀
商
に
力
を
入
れ
て
励
ん
で
お
り
人
入
群
集
の
様
子
で
あ
る
こ
と
、
対
す
る
越
後
屋
の
江
戸
三
店
は
寝
入
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
世
間
向
き

の
聞
こ
え
が
非
常
に
良
く
な
く
、
手
代
ら
の
気
持
ち
も
萎
え
て
い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

越
後
屋
は
、
現
銀
売
・
店
前
売
を
積
極
的
に
行
う
大
店
に
注
視
し
、
大
丸
と
岩
城
升
屋
の
店
前
売
現
銀
商
と
「
人
入
群
集
」
状
況
を
意
識

し
て
お
り
、
と
り
わ
け
大
丸
を
脅
威
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
四
）
人
入
か
ら
み
る
競
合
他
店
の
不
振

逆
に
、
人
入
数
の
少
な
さ
を
も
っ
て
他
店
を
不
振
状
況
で
あ
る
と
評
価
す
る
事
例
も
あ
る
。

［
史
料
七
（

�）］

（
前
略
）
尾
印

（
恵
比
須
屋
）

・
亀
印

（
亀
屋
）・
伊
豆
吉

（
伊
豆
蔵
）

、
弐
十
年
已
前
者
其
勢
ひ
強
候
所
、
近
年
人
入
無
数
不
繁
昌
と

�不
宜
、
右
店
々
ニ
弐
十
年
已
前
、

今
時
右
躰
相
衰
ル
と
ハ
夢
々
存
間
敷
（
後
略
）

［
史
料
七
］
も
京
本
店
が
江
戸
三
店
に
対
し
て
現
銀
商
不
徹
底
の
事
例
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
京
本
店
は
、
恵
比
須
屋
・
亀
屋
・
伊

豆
蔵
は
二
〇
年
以
前
は
商
売
の
勢
い
が
強
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
入
店
者
数
も
少
な
く
繁
昌
し
て
お
ら
ず
良
い

�も
聞
こ
え
な
い
こ
と
を
指

摘
し
、
こ
れ
ら
の
店
は
二
〇
年
前
に
は
現
状
の
よ
う
な
低
迷
を
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
引
き
合
い
に
出
さ
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れ
て
い
る
恵
比
須
屋
・
亀
屋
は
、
と
も
に
明
和
年
間
に
越
後
屋
と
販
売
競
争
を
繰
り
広
げ
た
大
店
で
あ
っ
た
。
京
本
店
は
江
戸
三
店
も
店
前

売
の
再
興
に
力
を
入
れ
て
人
入
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
の
店
同
様
「
人
入
無
数
不
繁
昌
」
に
な
り
か
ね
な
い
と
危
惧
し
、
自
店
へ
の
戒

め
と
し
て
具
体
的
な
事
例
と
し
援
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
括

以
上
の
よ
う
に
、
越
後
屋
で
は
自
店
の
来
店
者
数
調
査
を
行
う
と
同
時
に
、
必
要
に
応
じ
て
競
合
他
店
の
来
店
者
数
調
査
を
行
っ
て
い
た
。

と
く
に
京
本
店
で
は
、
調
査
に
あ
た
り
自
他
店
共
通
の
調
査
基
準
や
人
入
数
の
目
安
を
設
定
し
、
各
店
舗
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
数
字
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
来
店
者
数
か
ら
み
る
自
他
店
の
現
状
を
相
対
的
に
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
店
頭
の
賑
わ
い
を
み
る
こ
と
で
、

実
際
の
売
上
額
は
わ
か
ら
な
い
ま
で
も
、
店
前
売
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
か
を
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
り
、
京
本
店
に
と
っ

て
数
少
な
い
比
較
可
能
な
デ
ー
タ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

寛
政
年
間
、
京
本
店
は
大
丸
と
岩
城
升
屋
を
店
前
売
現
銀
商
に
力
点
を
置
い
て
い
る
ラ
イ
バ
ル
店
と
し
て
注
目
し
て
い
た
。
一
方
で
、
か

つ
て
争
っ
た
恵
比
須
屋
・
亀
屋
・
伊
豆
蔵
な
ど
は
店
前
売
現
銀
商
の
不
徹
底
に
よ
る
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
。
京
本
店

で
は
来
店
者
数
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
他
店
の
店
前
売
の
現
状
を
推
測
し
、
店
前
売
に
励
む
他
店
の
販
売
方
法
や
商
況
、
あ
る
い
は
低
迷
期

に
あ
る
他
店
の
状
況
打
開
策
に
注
目
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（

1）
（

2）
「
示
合
書
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
四
六
八

�六
、
続
一
二
四
五
）。
二
点
と
も
同
じ
内
容
だ
が
、
後
者
は
越
後
屋
の
重
要
書
類
に

用
い
ら
れ
る
青
色
の
表
紙
で
装
丁
さ
れ
て
お
り
、
京
本
店
で
の
保
管
用
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
京
本
店
の
経
営
改
革
案
の
具
体
的
な
検
討

は
別
稿
で
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。
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（

3）

�口
知
子
「
史
料
紹
介
『
江
戸
支
配
勤
集
下
書

�享
保
期
の
越
後
屋
江
戸
本
店
支
配
役
の
職
務
と
年
中
行
事

�』」（『
三
井
文
庫
論
叢
』
四

〇
、
二
〇
〇
六
年
、
二
八
四
頁
）
。
な
お
、
三
井
の
江
戸
三
店
と
大
坂
本
店
に
つ
い
て
は
、
天
保
四
年
か
ら
安
政
二
年
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
の
人
入

数
記
録
が
あ
る
（「
四
店
御
人
入
控
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
〇
〇
一
）。
ま
た
、
寛
政
六
年
に
つ
い
て
は
、
大
坂
本
店
と
大
坂
の
競
合
他

店
（
小
橋
屋
・
岩
城
升
屋
・
松
屋
）
の
、
毎
月
一
・
五
・
八
の
付
く
日
の
数
字
を
抽
出
し
た
人
入
数
が
残
っ
て
い
る
（「
寅
年
店
々
御
人
入
留
」

三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
四
六
七

�五
）
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

4）
「

�

江
戸
表
示
合
本
状
通
達
御
人
入
り
控

�」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
六
四
六

�八
）。「
名
代
要
聴
書
」
延
享
四
年
四
月
十
九
日
条
（
三
井

文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
四
）
に
も
同
一
記
事
あ
り
。
な
お
、
こ
の
史
料
は
前
掲

�口
史
料
紹
介
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（

5）
こ
の
数
値
が
当
時
の
三
井
越
後
屋
の
平
均
的
な
人
入
数
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
努
力
目
標
な
の
か
は
、
今
後
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
た
だ
、
延
享
四
年
春
、
江
戸
本
店
の
売
上
が
良
く
な
い
と
の
理
由
で
、
三
井
家
当
主
八
郎
右
衛
門
が
江
戸
に
下
向
し
た
際
、
手
代
を
集

め
て
気
を
つ
け
る
よ
う
訓
辞
を
す
る
な
ど
販
売
の
見
直
し
を
し
て
い
る
た
め
、
延
享
四
年
と
い
う
の
は
何
ら
か
の
経
営
見
直
し
が
図
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
の
努
力
目
標
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
（「
名
代
要
聴
書
」
延
享
四
年
七
月
十
二
日
条
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
四
）。

（

6）
こ
の
点
は

�口
氏
も
前
掲
史
料
紹
介
の
中
で
触
れ
て
い
る
。

（

7）
「
店
々

�見
合
書
帳
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
八
九
九
）
。
「

�」
と
い
う
漢
字
は
『
大
漢
和
辞
典
』
等
を
み
て
も
存
在
し
な
い
た
め
、

「
人
入
」
の
合
字
と
推
測
し
た
。
ま
た
、
史
料
中
の
数
字
は
符
帳
で
書
か
れ
て
お
り
、
数
字
の
末
尾
に
越
後
屋
の
符
帳
で
銀
高
の
「
匁
」
を
意

味
す
る
「
ゝ
」
が
振
っ
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
人
数
を
集
計
し
た
数
字
と
推
測
し
た
（
た
と
え
ば
、
「
仙
（
千

ヱ 七
シ 十
）ゝ
」
な
ど
千
を
超
え
る
数
字
が

あ
る
た
め
銀
高
で
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
）
。
こ
れ
ら
は
一
見
し
て
来
店
者
数
調
査
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
処
置
か
も
知
れ
な

い
。
な
お
、
こ
の
史
料
に
は
同
時
期
の
大
坂
本
店
と
競
合
他
店
の
人
入
数
も
残
っ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
比
定
で
き
て
い
な
い
店
が
多
い
た
め

本
稿
で
は
江
戸
の
み
取
り
扱
う
。

（

8）
「

�

江
戸
尾
張
町
辺
火
災
亀
屋
布
袋
屋
類
焼
地
図

�」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
八
九

�三
四
）。

（

9）
田
中
康
雄
編
『
江
戸
商
家
・
商
人
名
デ
ー
タ
総

覧
』（

第
三
巻
、
柊
風
舎
、
二
〇
一
〇
年
、
二
五
五
頁
）。

（

10）
「
尾
張
町
通
絵
図
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
〇
四

�三
）。
同
図
は
『
三
井
事

業
史
』
本

�第
一

巻
（
二
七
七
頁
、
第
四

�二
図
）
に
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も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11）

（

12）
「
証
無
番
」
寛
政
五
年
五
月
二
十
日
（「
証
無
番
状
留
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
八
六
七
）
。

（

13）
「
内
無
番
状
（
十
仲
間
取
究
一
件
）」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
四
五
四

�二
七

�一
）。

（

14）
「
角
」
は
江
戸
本
店
の
「
角
見
世
（
＝
東
見
世
）」
と
い
う
ブ
ロ
ッ
ク
と
思
わ
れ
る
が
、「

繖
」
が
何
を
指
す
の
か
現
時
点
で
不
明
。

（

15）
「
於
京
都
示
合
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
六
四
六

�五
一
）。

（

16）
こ
の
記
事
の
続
き
に
天
明
四
辰
年
の
売
上
目
録
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
辰
年
を
天
明
四
年
と
推
定
し
た
。

（

17）
「
示
合
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
続
一
二
四
五
、
本
四
六
三

�三
）。

（

18）
「
差
略
」
に
は
「
適
切
な
処
置
を
と
る
こ
と
」「
あ
れ
こ
れ
と
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。

（

19）
（

20）
「
江
戸
三
店
示
合
書
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
四
六
八

�二
）。

（

21）
「
証
無
番
」
寛
政
五
年
正
月
二
十
三
日
（「
証
無
番
状
留
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
八
六
七
）。

（

22）
前
掲
「
江
戸
三
店
示
合
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
四
六
八

�二
）。
な
お
こ
の
箇
所
は
『
三
井
事
業
史
』
で
も
使
用
し
て
お
り
、
江
戸

三
店
の
重
役
手
代
が
現
金
商
い
を
重
視
す
る
方
針
を
再
確
認
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

二
大
坂
本
店
の
見
世
開
と
他
店
の
販
売
方
法

１
切

売
の

励
行

前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
越
後
屋
は
人
入
数
な
ど
を
他
店
と
比
較
し
た
上
で
、
盛
況
な
店
と
停
滞
し
て
い
る
店
を
抽
出
し
て
い
た
。
寛

政
年
間
の
京
本
店
と
江
戸
三
店
と
の
書
状
の
や
り
と
り
を
み
る
と
、
盛
況
な
店
に
つ
い
て
は
そ
の
独
創
的
な
販
売
方
法
に
注
目
し
、
停
滞
し

て
い
る
他
店
に
つ
い
て
は
そ
の
打
開
策
に
つ
い
て
観
察
し
、
必
要
あ
ら
ば
越
後
屋
自
身
の
販
売
活
動
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
越
後
屋
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の
飽
く
な
き
商
魂
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
越
後
屋
の
見
世
開
（
開
店
セ
ー
ル
）
に
お
け
る
他
店
の
販
売
方

法
の
活
用
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
寛
政
四
年
五
月
の
相
談
書
（
示
合
書
）
に
は
、
販
売
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
言
及
し
た
項
目
も
い
く
つ
か
あ
る
。

こ
の
中
に
「
切
売
」
を
励
行
す
る
項
目
が
あ
る
。
切
売
と
は
反
物
な
ど
の
規
格
品
を
丸
ご
と
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
裁
ち
分
け
て
販
売
し

た
り
端
切
れ
を
販
売
す
る
こ
と
で
、「
現
金
掛
け
値
な
し
」
と
と
も
に
三
井
高
利
の
行
な
っ
た
商
売
方
法
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

［
史

料
一

二
（
１
）］

身
軽
之
衆
、
其
身
者
木
綿
布
継
々
を
着
な
か
ら
子
に
は
糸
織
物
又
者
布
木
綿
に
て
も
和
ら
か
に
て
は
な
や
か
成
も
の
は
一
盃
着
セ
度
思

ひ
有
、
此
意
を
含
子
供
着
に
て
成
品
見
世
餝
に
多
ク
出
し
置
候
ハ
ヽ
、
尚
更
目
に
留
り
前
売
商
賑
や
か
に
可
相
成
候
、
中
分
已
上
之
衆

猶
亦
子
に
着
セ
候
を
楽
と
す
る
所
有
、
依
而
子
供
着
に
相
成
処
広
太
之
事
と
有
之
意
を
含
候
時
者

�角
切
売
を
重
と
す
る
に
無
之
候
而

者
賑
や
か
に
難
相
成
所
在
之
候
、
大
坂
店
之
方
此
意
に
て
切
売
重
と
被
致
、
越
後
縮
二
ツ
切
に
し
て
仕
入
大
数
相

�候
事
ニ
在
之
、
然

に
手
前
方
切
売
に
不
相
成
品
彼
是
有
之
、
是
等
之
子
供
着
売
当
商
之
入
り
薄
き
様
之
処
尚
亦
御
勘
考
事
と
存
候

こ
こ
で
は
ま
ず
木
綿
・
布
の
継
ぎ
は
ぎ
を
着
る
よ
う
な
「
身
軽
之
衆
」
（
そ
の
日
暮
ら
し
の
大
衆
）
で
も
、
せ
め
て
子
供
に
は
絹
糸
織
物

や
布
・
木
綿
の
高
級
品
で
着
飾
ら
せ
た
い
の
が
親
心
で
、
そ
の
消
費
者
心
理
を
踏
ま
え
て
、
子
供
着
の
完
成
品
見
本
を
店
飾
り
と
し
て
多
く

展
示
し
て
お
け
ば
、
客
の
目
を
引
き
つ
け
、
店
頭
に
客
も
押
し
か
け
る
だ
ろ
う
。「
中
分
已
上
之
衆
」（
大
衆
中
間
層
）
は
、
子
供
を
着
飾
ら

せ
る
の
を
楽
し
み
と
す
る
の
で
子
供
着
の
受
容
は
き
わ
め
て
多
い
。
こ
の
大
衆
需
要
（
子
供
用
に
裁
断
し
た
切
売
）
に
比
重
を
置
か
な
く
て

は
店
頭
も
賑
や
か
に
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
坂
本
店
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
切
売
を
重
点
化
し
、
越
後
縮
を
二
つ
切
に
し
て
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仕
入
れ
て
大
量
に

�え
た
と
い
う
実
績
を
述
べ
た
上
で
、
自
分
た
ち
の
手
元
に
も
切
売
に
し
て
い
な
い
在
庫
が
大
量
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
子

供
着
用
の
生
地
と
し
て
転
用
販
売
す
る
こ
と
、
売
上
の
薄
い
売
場
・
店
は
真
剣
に
検
討
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
京
本
店
は
、
仕
入
価
格

や
販
売
価
格
設
定
だ
け
で
は
な
く
、
具
体
的
な
商
品
の
販
売
方
法
の
工
夫
に
つ
い
て
も
意
見
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

特
に
こ
の
時
期
は
奢
侈
禁
止
令
も
発
せ
ら
れ
た
後
で
あ
り
、
高
価
な
着
物
の
販
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
す
で
に
手
元
に
あ
っ
て
在
庫
と

し
て
滞
留
し
て
い
る
品
物
を
裁
ち
分
け
て
切
類
と
し
て
安
価
に
販
売
し
よ
う
と
い
う
、
禁
止
令
対
応
の
販
売
方
針
転
換
と
い
う
側
面
も
あ
り
、

禁
止
令
を
逆
手
に
取
っ
た
積
極
姿
勢
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
越
後
屋
は
高
品
質
か
つ
華
や
か
な
生
地
を
、
子
供
着
と
し
て
需
要
の
高
い

切
売
で
廉
価
販
売
し
、
薄
利
多
売
で
の
売
上
増
加
を
狙
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

２
大

坂
本

店
の

見
世

開

前
掲
［
史
料
一
二
］
か
ら
、
京
本
店
が
大
坂
本
店
で
切
売
を
先
行
実
施
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
運
用
実
績
を
も
っ
て
切
売
を
江
戸
三
店
で

導
入
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
大
坂
本
店
で
の
切
売
販
売
に
つ
い
て
は
、
寛
政
六
年
の
大
坂
本
店
見
世
開
の
史
料

か
ら
も
、
よ
り
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

五
月
十
六
日
の
夜
九
ツ
半

時
（
午
前
一
時
頃
）
、
大

坂
道
修
町
西
横
堀
の
浜
納

屋
・
大
工
小
屋
か
ら
出
火

し
た
。
折
か
ら
の
南
風
で
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第2表 寛政6年見世

開の売高

開店日
よりの
日数

寛政6年見世開

売高
（銀貫目）

日付

初日 81.5 11月11日

2日目 41.4 11月12日

3日目 36.0 11月13日

4日目 20.0 11月14日

5日目 15.0 11月15日

6日目 11.7 11月16日

7日目 15.5 11月17日

8日目 10.5 11月18日

9日目 8.2 11月19日

10日目 12.0 11月20日

11日目 11.5 11月21日

12日目 13.0 11月22日

13日目 10.0 11月23日

14日目 10.5 11月24日

15日目 15.5 11月25日

16日目 11.5 11月26日

17日目 7.5 11月27日

18日目 7.5 11月28日

19日目 20.0 11月29日

20日目 � �

21日目 � �

22日目 � �

23日目 � �

合計 358.8

出所）「開店諸用控」（三井文

庫所蔵史料 本991）。



大
火
と
な
り
、
三
井
越
後
屋
の
大
坂
両
替
店
が

巳
の
刻
（
午
前
十
時
頃
）
に
類
焼
し
、
大
坂
本

店
も
巳
の
半
刻
（
午
前
十
一
時
頃
ヵ
）
に
類
焼

し
た
（
２
）。
京
本
店
は
す
ぐ
さ
ま
重
役
手
代
を
派
遣

し
て
実
況
見
分
を
行
い
、
大
工
職
も
派
遣
し
て

大
坂
本
店
の
仮
普
請
を
開
始
し
た
。
同
二
十
七

日
に
は
間
口
一
〇
間
・
奥
行
一
五
間
・
二
階
付

の
仮
家
を
完
成
さ
せ
（
後
に
間
口
三
間
半
を
増

築
）、
翌
二
十
八
日
に
は
営
業
再
開
し
て
い
る
（
３
）。

そ
の
後
、
本
普
請
を
進
め
て
店
舗
が
完
成
し
、

通
常
営
業
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
十
一
月
十
一
日
か
ら
二
十
九
日

ま
で
の
一
九
日
間
、
見
世
開
を
開
催
し
た
（
４
）。
書

状
綴
（
５
）に
は
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
三

日
間
分
の
見
世
開
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
天
保
十
一
年
の
見
世
開
の
記
録
に
寛
政
六
年
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
の
売
上
額
が
比
較
対
象

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
か
ら
十
一
月
十
一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
売
高
を
第

2表
に
ま
と
め
た
。
初
日
の
銀
八
一
貫
目
余

に
始
ま
り
、
二
日
目
の
四
一
貫
目
余
、
三
日
目
の
三
六
貫
目
余
と
続
き
、
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
開
催
期
間
を
通
じ
て
減
少
し
て
い

き
、
最
終
の
一
九
日
目
に
二
〇
貫
目
を
売
上
げ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
一
九
日
間
の
見
世
開
期
間
を
合
計
す
れ
ば
銀
三
五
八
貫
目
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第3表 寛政6年大坂本店見世開の売高・景品配布数

景物 11月11日 11月12日 11月13日 合計

女 絹糸 5入包（大々） 300 360 230 890

3入包（大） 1,500 740 350 2,590

1入5包（中） 500 550 430 1,480

1包（小） 800 800 1,050 2,650

合計（人） 3,100 2,450 2,060 7,610

男 扇子 2本包 650 560 430 1,640

1本包 1,300 500 300 2,100

合計（人） 1,950 1,060 730 3,740

男女合計（人） 5,050 3,510 2,790 11,350

出所）「証無番状留」（三井文庫所蔵史料 別866）。

第4表 天保11年大坂本店見世開の景品配布数

男 女

品目 数量 単位 品目 数量 単位

扇 11,117セット 絹糸 12,370セット

たばこ入 1,204箇 たばこ入 761箇

手拭 1,882枚 紅粉 4,336セット

合計 14,203セット 合計 17,467セット

出所）「開店諸用控」（三井文庫所蔵史料 本991）

注1） たばこ入は史料中で男・女の分類あるが、その他の品

目についての男・女の分類は推定。

2） 景品配布は見世開開催中の天保11年11月8日～30日の

分を集計した。そのほか12月1日～30日の配布分と残部

の数字も残っている。



余
を
売
上
げ
た
。
な
お
、
天
保
十
一
年
の
見
世
開
に
お
い
て
は
売
上
額
は
最
終
的
に
銀
一
〇
一
三
貫
目
余
に
達
し
て
い
る
。

ま
た
、
見
世
開
か
ら
三
日
分
だ
け
だ
が
、
店
頭
を
訪
れ
た
者
に
配
っ
た
景
品
配
布
数
の
記
録
も
一
部
残
っ
て
い
る
（
第

3表
）
。
こ
の
時

は
男
性
に
は
扇
子
、
女
性
に
は
絹
糸
を
配
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
配
布
し
た
景
品
の
点
数
で
あ
っ
て
、
大
坂
本
店
の
人
入
数
で
は
な
い
。

お
そ
ら
く
店
頭
の
様
子
を
見
に
来
て
買
物
を
し
な
か
っ
た
者
、
で
き
な
か
っ
た
者
も
大
勢
い
た
で
あ
ろ
う
（
６
）。
景
品
配
布
点
数
の
み
に
注
目
し

て
み
る
と
、
女
性
客
を
対
象
と
し
た
景
品
配
布
の
多
さ
が
目
を
引
く
。
景
品
配
布
量
か
ら
推
測
す
る
女
性
と
男
性
の
延
べ
人
数
は
、
そ
れ
ぞ

れ
一
日
目
に
三
一
〇
〇
人
と
一
九
五
〇
人
、
二
日
目
に
二
四
五
〇
人
と
一
〇
六
〇
人
、
三
日
目
は
二
〇
六
〇
人
と
七
三
〇
人
で
あ
り
、
最
初

三
日
間
に
つ
い
て
み
た
と
き
、
女
性
客
が
男
性
客
の
倍
近
く
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
傾
向
が
ず
っ
と
続
い
た
の
か
確
認

で
き
な
い
。
第

4表
に
天
保
十
一
年
見
世
開
き
記
録
に
残
っ
て
い
る
配
布
景
品
の
集
計
数
を
掲
載
し
た
が
、
天
保
十
一
年
の
見
世
開
の
場
合
、

配
布
景
品
を
合
計
す
る
と
女
性
客
向
け
景
品
が
男
性
客
向
け
の
景
品
を
上
回
る
も
の
の
、
寛
政
六
年
ほ
ど
の
大
差
を
付
け
て
い
な
い
。
近
世

呉
服
店
の
来
店
者
男
女
比
で
女
性
の
多
い
状
況
が
一
般
的
な
傾
向
か
否
か
は
今
後
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
寛
政
六
年
の
大
坂
本
店
の
見
世
開

で
は
女
性
客
の
初
動
人
数
が
圧
倒
的
に
多
く
、
売
上
も
伸
ば
し
て
い
た
。
そ
し
て
京
本
店
は
、
こ
の
途
中
経
過
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

３
京

本
店

に
よ

る
大

坂
本

店
見

世
開

の
評

価

大
坂
本
店
見
世
開
か
ら
四
日
後
の
寛
政
六
年
十
一
月
十
五
日
、
京
本
店
は
江
戸
本
店
に
あ
て
て
書
状
を
送
っ
た
。
見
世
開
の
三
日
目
ま
で

の
営
業
実
績
（
景
品
配
布
数
や
売
上
額
）
と
、
京
本
店
に
よ
る
見
世
開
の
評
価
を
あ
わ
せ
て
江
戸
三
店
に
速
報
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
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［
史

料
一

三
（
７
）］

①
女
中
方
六
七
歩
ニ
相
廻
り
、
別
而
見
込
宜
、
扨
②
御
調
物
之
義
、
切
類
相
捌
候
ニ
付
、
外
ニ
為
御
馳
走
売
及
至
紅
縮
面
板
〆
紋
縮
面

嶋
縮
面
八
丈
嶋
白
綸
子
白
絖
萌
黄
繻
子
右
等
之
品
相
磨
、
③

（
岩
城
桝
屋
）

其
御

（
江
戸
）地
ニ
而
升
印
方
ニ
而
売
出
候
仕
方
ニ
而
、
竹
ニ
五
ツ
斗
く
ゝ
り
付
、

所
々
江
懸
置
候
処
、
此
品
大
数
相
捌
申
候
、

�角
疋
物
丸
物
ニ
而
者
捌
方
無
少
、
然
者
女
中
方
御
人
入
相
扣
候
者
切
類
至
極
御
受
宜
、

先
様
ニ
も
御
買
安
と
の
義
、
④
土
地
違
と
者
乍
申
其
御
地
之
方
迚
も
追
々
得
御
意
候
通
前
売
御
群
集
引
受
励
方
ニ
付
而
者
右
体
御
趣
向

者
如
何
可
有
御
座
哉
、
此
段
三
店
御
勘
弁
希
申
候

［
史
料
一
三
］
は
、
第

2表
・
第

3表
に
載
せ
た
景
品
や
売
上
額
を
記
載
し
た
部
分
の
後
ろ
に
続
く
文
章
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
京
本
店

が
注
目
し
た
見
世
開
の
途
中
経
過
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
①
客
層
は
、
女
性
客
が
六
割
か
ら
七
割
を
占
め
て
お
り
、
客
入
り
の
具
合
も
よ
か

っ
た
。
②
売
れ
筋
商
品
に
つ
い
て
は
、
用
意
し
て
い
た
商
品
の
う
ち
「
切
類
」
が
よ
く
捌
け
、
他
に
「
御
馳
走
売
」
（
力
を
入
れ
て
販
売
し

た
も
の
か
）
は
紅
縮
緬
・
板
〆
・
紋
縮
緬
・
島
縮
緬
・
八
丈
嶋
・
白
綸
子
・
白
絖
萌
黄
繻
子
で
あ
っ
た
。
③
商
品
展
示
方
法
に
つ
い
て
は
、

江
戸
の
岩
城
桝
屋
の
売
り
出
し
方
法
を
参
考
に
、
竹
に
端
切
れ
を
五
つ
ほ
ど
く
く
り
つ
け
店
内
外
の
あ
ち
こ
ち
に
懸
け
て
お
く
や
り
方
を
採

用
し
、
こ
れ
に
よ
り
商
品
を
大
量
に
売
り
さ
ば
け
、
特
に
入
店
を
控
え
た
女
性
客
に
は
受
け
が
良
く
、
買
い
や
す
い
様
子
で
あ
っ
た
（
８
）。
一
方

で
疋
物
（
二
反
単
位
の
も
の
）
や
丸
物
（
絹
の
綿
入
れ
、
小
袖
）
の
売
捌
き
は
少
な
か
っ
た
。
大
坂
本
店
の
見
世
開
に
お
い
て
も
切
類
の
販

売
が
好
調
だ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
見
世
開
で
行
っ
た
商
品
展
示
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
が
越
後
屋
の
独
自
考
案
で
は
な
く
、
江
戸
の
岩
城
桝
屋
で
売
り

出
し
て
い
た
や
り
方
（
「
竹
ニ
五
ツ
斗
く
ゝ
り
付
、
所
々
江
懸
置
」
く
方
法
）
を
模
倣
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
岩
城
桝
屋
が
行
い
、
店
前

盛

況
の

役
に

立
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る

手
法
を
、
大
坂
本
店
の
見
世
開
に
際
し
て
試

験
的
に

導
入
し
た
の
で
あ
る
。
実

際
、
こ
の
方
法
は
大
坂
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本
店
の
売
上
げ
の
一
部
に
貢
献
し
た
。
特
に
、
見
世
開
の
初
動
人
数
の
六
、
七
割
を
し
め
る
女
性
客
に
対
す
る
販
売
効
果
は
大
き
か
っ
た
。

切
類
程
度
の
売
上
げ
そ
の
も
の
は
売
上
額
全
体
の
中
で
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
丸
物
・
疋
物
を
買
う
ほ
ど
で
は
な
く
、
店

内
で
買
物
す
る
の
を
控
え
る
女
性
客
に
最
適
な
や
り
方
で
あ
り
、
彼
女
ら
に
と
っ
て
商
品
を
買
い
や
す
い
展
示
方
法
だ
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
て
京
本
店
は
江
戸
本
店
に
対
し
、
④
土
地
違
い
で
は
あ
る
が
、
江
戸
本
店
で
も
京
本
店
の
意
向
を
納
得
し
て
、
店

前
売
で
来
客
で
賑
わ
う
努
力
方
法
と
し
て
大
坂
本
店
の
見
世
開
の
よ
う
な
方
法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
、
江
戸
三
店
で
も
検
討
す
る
よ

う
に
提
案
し
て
い
る
。
京
本
店
で
は
、
単
価
の
安
い
切
類
を
大
量
に
売
り
さ
ば
け
る
こ
と
、
特
に
、
女
性
客
の
購
買
意
欲
を
か
き
た
て
る
こ

と
を
確
認
し
そ
の
有
効
性
を
認
め
た
。
結
果
、
京
本
店
は
江
戸
本
店
に
切
類
販
売
の
工
夫
（
＝
岩
城
桝
屋
の
展
示
方
法
の
導
入
）
を
提
案
し

た
。
店
前
売
現
銀
商
で
の
売
上
げ
を
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
該
期
の
三
井
越
後
屋
に
と
っ
て
短
期
的
か
つ
少
額
の
売
上
げ
増
加

で
あ
っ
て
も
魅
力
的
な
方
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

４
江

戸
の

営
業

店
の

反
応

こ
の
京
本
店
の
書
状
に
対
し
て
、
江
戸
三
店
の
重
役
手
代
は
連
名
で
回
答
し
た
。

［
史

料
一

四
（
９
）］

（
前
略
）

一
前
文
切
類
売
方
之
儀
、
早
速
升
印

（
岩
城
桝
屋
）

売
方
見
競
申
度
調
遣
候
処
、
春
季
斗
ニ
而
秋
季
者
売
不
申
段
申
越
候
得
ハ
、
来
早
春
取
寄
、
見
競

候
而
、
彼
店
よ
り
格
好
能
売
出
、
御
女
中
様
方
専
相
招
候
様
手
段
可
致
候
、
尤
当
春
よ
り
大
坂
店
小
切
売
之
通
之
仕
方
ニ
数
々
拵
置
、

御
女
中
様
方
御
入
来
之
御
方
々
へ
相
勧
さ
セ
候
処
、
御
重
宝
ニ
相
成
候
故
ニ
哉
、
御
悦
御
調
被
遊
候
へ
ハ
、
追
々
大
数
拵
置
前
買
ニ
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御
出
被
下
候
御
方
々
様
へ
相
勧
さ
セ
、
追
日
御
女
中
様
方
御
人
あ
し
相
増
候
様
、
何
分
仕
課
候
様
可
致
候
間
、
此
段
左
様
御
心
得
可

被
成
候
、
右
御
報
旁
得
御
意
度
、
三
店
連
名
を
以
如
斯
御
座
候
、
以
上

［
史
料
一
四
］
は
寛
政
六
年
十
一
月
二
十
八
日
の
江
戸
三
店
か
ら
京
本
店
あ
て
書
状
で
あ
る
。
前
略
部
分
は
、
前
述
の
京
本
店
か
ら
江
戸

本
店
あ
て
書
状
の
内
容
を
反
復
し
て
お
り
、
そ
れ
に
続
け
て
江
戸
三
店
の
意
見
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
大
坂
本
店
の
見
世
開
の
結

果
に
つ
い
て
承
知
し
た
こ
と
、
大
坂
本
店
見
世
開
の
結
果
を
古
今
ま
れ
な
大
御
群
集
で
あ
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
［
史
料
一
四
］
部
分
で
、
江
戸
三
店
は
京
本
店
の
提
案
し
た
切
類
の
販
売
方
法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
回
答

し
て
い
る
。
ま
ず
、
切
類
の
岩
城
桝
屋
と
の
売
値
比
較
に
つ
い
て
、
江
戸
の
岩
城
桝
屋
の
切
類
と
の
比
較
す
る
た
め
に
手
代
を
調
べ
に
遣
っ

た
と
こ
ろ
、
切
類
の
販
売
は
春
季
の
み
で
秋
季
は
や
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
（

�）。
来
早
春
に
岩
城
桝
屋
と
価
格
比
較
を
行
い
、
岩
城
桝

屋
よ
り
も
適
切
に
売
り
出
し
、
女
性
客
を
主
に
招
き
入
れ
る
手
段
と
し
た
い
、
と
す
る
。

次
に
切
類
の
販
売
に
つ
い
て
、
江
戸
三
店
で
は
す
で
に
春
の
段
階
か
ら
大
坂
本
店
の
販
売
方
法
同
様
に
小
切
類
を
大
量
に
こ
し
ら
え
て
、

女
性
客
が
入
店
し
た
際
に
そ
れ
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
重
宝
し
て
い
る
の
か
女
性
客
が
喜
ん
で
買
っ
て
い
っ
て
い
た
。
以
後
、
切
類
を
大
量
に

こ
し
ら
え
て
お
き
、
店
前
に
買
い
に
来
る
客
に
勧
め
て
、
追
々
女
性
客
の
客
足
を
増
や
す
よ
う
に
努
力
し
た
い
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
三
店
も
大
坂
本
店
と
同
様
に
切
類
を
女
性
客
に
大
量
に
販
売
す
る
方
法
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江
戸

三
店
で
も
女
性
客
向
け
の
切
類
販
売
を
徹
底
し
、
薄
利
多
売
に
よ
る
成
果
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
三
店
は
大
坂
本
店
で
試
用
し
た
竹
に
切
類
を
懸
け
て
お
く
と
い
う
、
顧
客
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
待
つ
商
品
紹
介
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
紙
幅
を
割
い
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
店
頭
に
来
た
女
性
客
に
切
類
を
直
接
勧
め
る
こ
と
で
あ
り
、
客
へ
の
声
か
け

で
切
類
販
売
を
紹
介
す
る
店
頭
販
売
に
力
点
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
女
性
客
へ
の
切
類
販
売
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
採
用
し
つ
つ
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も
、
展
示
方
法
の
工
夫
で
な
く
接
客
方
法
の
工
夫
で
販
売
促
進
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
京
本
店
で
は
、
各
営
業
店
に
対
し
て
競
合
他
店
の
販
売
方
法
も
参
考
に
店
前
売
現
銀
商
の
一
助
と
さ
せ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、
自
店
で
試
行
す
る
中
で
販
売
方
法
の
有
効
な
客
層
と
商
品
を
洗
い
出
し
、
最
適
な
販
売
方
法
を
導
き

出
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
こ
で
京
本
店
の
機
能
に
注
目
し
て
み
る
と
、
京
本
店
は
大
坂
本
店
で
の
試
行
を
指
示
し
、
試
行
結
果
を
踏
ま
え
て

江
戸
三
店
に
提
言
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
京
本
店
は
本
店
一
巻
の
統
括
部
門
と
し
て
、
店
前
売
現
銀
商
展
開
の
た
め
の
工
夫
を
模
索
す
る
機

能
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
江
戸
三
店
で
も
女
性
客
へ
の
切
類
販
売
の
工
夫
を
独
自
に
行
っ
て
お
り
、
店
頭
販
売
に
お
け
る
創

意
工
夫
を
模
策
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

他
方
で
、
切
類
が
売
れ
る
こ
と
を
懐
疑
的
に
捉
え
て
い
る
手
代
も
存
在
し
た
。
少
し
時
期
は
下
る
が
、
寛
政
九
年
三
月
に
江
戸
向
店
の
手

代
ら
が
作
成
し
た
現
銀
商
の
意
見
書
の
中
に
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

［
史

料
一

五
（

�）］

衿
袖
口
其
外
木
綿
切
斗
り
御
調
被
成
候
御
方
間
々
在
之
候
、
此
全
手
前
府
帳
之
綾
御
疑
心
御
座
候
故
之
儀
、
然
共
年
来
之
馴
染
故
、
通

帳
者
穢
し
、
反
物
ハ
外
方
ニ
而
御
調
被
成
候
哉
と
奉
存
候
、
右
等
之
儀
売
人
当
役
よ
り
事
を
訳
申
上
候
而
、
何
卒
品
々
御
調
被
下
候
様

御
願
申
上
候
得
共
、
時
節
柄
故
諸
雑
物
ニ
而
間
を
合
候
抔
与
座
成
之
御
挨
拶
故
、
取
付
方
も
無
御
座
御
事
ニ
御
座
候

向
店
の
手
代
ら
は
常
連
客
が
切
類
ば
か
り
買
っ
て
い
く
状
況
を
警
戒
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
常
連
客
の
中
に
は
衿
・
袖
口
そ
の
他
木
綿

の
切
類
ば
か
り
買
っ
て
い
く
者
が
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
越
後
屋
の
符
帳
で
の
商
売
に
疑
心
を
抱
い
て
い
る
か
ら
（
＝
適
正
価
格
を

表
示
し
て
い
る
の
か
判
断
で
き
な
い
か
ら
）
だ
。
し
か
し
年
来
の
な
じ
み
な
の
で
通
帳
を
汚
す
程
度
の
買
物
の
み
済
ま
せ
、
反
物
は
他
店
で
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購
入
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
売
り
場
担
当
者
も
い
ろ
い
ろ
と
事
情
を
説
明
し
て
ど
う
か
商
品
を
購
入
し
て
く
れ
な
い
か
頼
ん

で
い
る
が
、
時
節
柄
（
奢
侈
禁
止
令
実
施
ヵ
）
を
理
由
に
雑
物
で
間
に
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
と
答
え
る
ば
か
り
で
と
り
つ
く
し
ま
も
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
常
連
客
も
切
類
を
好
ん
で
購
入
し
て
い
る
状
況
、
そ
し
て
向
店
の
手
代
ら
が
常
連
客
の
他
店
へ
の
流
出
を

怪
し
ん
で
い
る
状
況
が
み
て
と
れ
る
。
越
後
屋
の
中
で
も
切
類
の
販
売
に
対
し
て
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

小
括

以
上
の
よ
う
に
、
京
本
店
は
他
店
の
店
頭
で
の
商
品
展
示
方
法
・
販
売
手
法
に
つ
い
て
も
関
心
を
示
し
、
特
に
他
店
の
行
っ
て
い
る
売
上

げ
を
伸
ば
し
う
る
手
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
参
考
に
自
店
の
店
頭
販
売
に
援
用
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
京

本
店
は
大
坂
本
店
の
見
世
開
に
際
し
て
岩
城
桝
屋
の
商
品
展
示
を
模
倣
さ
せ
、
試
行
実
績
を
評
価
し
て
、
女
性
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
切

類
販
売
を
重
視
す
る
よ
う
江
戸
の
営
業
店
に
提
案
し
て
い
た
。
他
方
で
、
江
戸
本
店
で
は
接
客
方
法
の
改
善
を
図
り
客
に
切
類
を
紹
介
し
て

売
上
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
方
式
を
独
自
に
行
な
っ
て
い
た
。
越
後
屋
で
は
他
店
の
方
法
を
た
だ
調
査
し
模
倣
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
試
験

運
用
結
果
を
踏
ま
え
て
顧
客
層
と
売
れ
筋
商
品
を
把
握
し
、
越
後
屋
に
と
っ
て
最
適
な
方
法
を
選
択
し
自
店
の
店
頭
販
売
に
反
映
し
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

な
お
本
稿
で
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
が
、
越
後
屋
の
京
と
江
戸
の
往
復
書
状
を
み
て
い
く
と
、
例
え
ば
、
寛
政
四
年
に
江
戸
糀
町
五
丁
目

の
岩
城
桝
屋
が
火
災
の
火
元
と
な
っ
て
事
業
停
止
処
分
を
受
け
た
際
、
越
後
屋
は
岩
城
桝
屋
の
顧
客
を
自
店
に
引
き
入
れ
る
よ
う
取
り
は
か

ら
い
、
岩
城
桝
屋
の
仕
入
れ
る
関
東
物
の
確
保
に
速
や
か
に
動
い
て
い
た
り
（

�）、
寛
政
六
年
に
は
、
恵
比
須
屋
が
伝
馬
町
二
丁
目
の
南
東
角
地

を
取
得
し
た
こ
と
に
関
心
を
示
し
、
新
た
な
店
舗
展
開
を
す
る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒
を
強
め
て
い
る
様
子
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
（

�）。

越
後
屋
は
他
店
の
営
業
状
況
に
も
注
意
を
払
い
、
他
店
の
損
害
や
新
た
な
事
業
展
開
の
可
能
性
を
敏
感
に
察
知
し
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て

160



い
た
の
で
あ
る
。

（

1）
「
示
合
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
続
一
二
四
五
）。

（

2）
（

3）
「
永
書
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
九
）。

（

4）
「
開
店
諸
用
控
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
九
九
一
）
。
こ
の
史
料
は
天
保
十
一
年
の
大
坂
本
店
店
開
の
史
料
だ
が
、
店
開
き
の
売
上
高
の

項
目
で
、
比
較
の
た
め
に
寛
政
六
年
の
売
上
高
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
開
店
初
日
か
ら
一
九
日
目
ま
で
の
数
字
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で

は
店
開
き
を
十
一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
と
し
た
。

（

5）
（

7）
「
証
無
番
」
寛
政
六
年
十
一
月
十
五
日
（「
証
無
番
状
留
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
八
六
六
）
。

（

6）
天
保
十
一
年
の
大
坂
本
店
見
世
開
き
の
事
例
だ
が
、「
開
店
後
暫
ハ
世
間
ニ
而
店
表
繁
栄
之

�而
巳
し
よ
く
入
来
之
衆
中
噺
合
ニ
有
之
候
、
御

入
来
御
客
之
内
群
衆
ニ
而
門
前
よ
り
御
引
取
、
三
四
日
も
続
ケ
御
入
来
、
漸
三
日
目
四
日
目
位
ニ
御
買
物
被
遊
候
御
方
も
有
之
候
」
と
あ
り
、

店
頭
の
群
集
を
み
て
門
前
で
引
き
取
り
、
よ
う
や
く
三
日
目
、
四
日
目
に
し
て
買
物
で
き
た
者
も
い
る
と
い
う
（
前
掲
「
開
店
諸
用
控
」）。

（

8）
こ
の
品
物
が
売
物
そ
の
も
の
な
の
か
、
見
本
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
端
切
れ
で
は
な
い
が
、
着
物
の
見
本
が
天
井
に
か
か
っ
て
い
る
様
子

は
江
戸
本
店
の
店
内
図
に
も
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。

（

9）
「
証
無
番
」
寛
政
六
年
十
一
月
二
十
八
日
（「
証
無
番
状
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
六
五
七
）。

（

10）
越
後
屋
で
は
必
要
に
応
じ
て
「
付
合
」
「
見
合
」
と
い
う
他
店
と
の
売
値
比
較
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
明
治
期
に
作
成
さ
れ
た
幕
末
の
奉
公

人
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
「
大
阪
の
店
な
ど
で
は
、
自
分
の
店
以
外
に
、
岩
城
桝
屋
と
か
、
戎
屋
と
か
、
布
袋
屋
と
か
、
さ
う
云
ふ
他

の
店
の
反
物
を
借
り
て
来
て
、
其
の
幾
ら
か
に
売
っ
て
居
る
と
い
ふ
値
段
を
、
自
分
の
店
の
値
段
と
突
合
せ
を
し
て
、
さ
う
し
て
自
分
の
方
の

値
段
の
上
げ
下
げ
を
定
め
た
こ
と
が
往
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
突
合
せ
と
称
し
て
居
っ
て
、
其
時
に
は
京
都
か
ら
重
役
が
出
張
し
て
、
其
の
突

合
せ
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
他
の
店
で
も
喜
ん
で
反
物
を
貸
し
て
く
れ
る
し
、
此
方
か
ら
も
又
貸
し
て
や
っ
た
や
う
に
記
憶
し
て
居
り
ま
す
。」

（

�口
知
子
「
史
料
紹
介
京
都
・
大
坂
越
後
屋
勤
仕
者
等
談
話
要
領
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
二
六
、
一
九
九
二
年
、
一
六
一
～
一
六
二
頁
）
と
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あ
り
、
競
合
他
店
か
ら
反
物
を
借
り
て
き
て
、
そ
の
売
値
段

を
自
店
の
売
値
段
と
突
き
合
わ
せ
を
し
て
、
自
店
の
売
値
を

決
め
た
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
商
品
を

取
り
寄
せ
て
価
格
比
較
を
行
う
作
業
は
寛
政
年
間
に
お
い
て

も
行
わ
れ
て
い
た
。
越
後
屋
と
大
丸
の
売
値
の
実
態
は
確
認

で
き
な
い
も
の
の
、
例
え
ば
寛
政
六
年
六
月
に
、
京
本
店
が

江
戸
向
店
の
重
役
手
代
野
田
清
六
の
意
見
書
に
返
答
し
た
際
、

「
代
物
直
打
被
成
候
節
、
村
印

（
大
丸
）取
寄
、
其
売
直
同
事
ニ
入
り

候
様
被
成
候
故
、
札
掛
歩
廻
り
悪
相
成
候
と
の
義
承
り
候
」

（
「
野
田
氏
示
合
御
返
答
書
ニ
付
猶
又
御
相
談
書
」
三
井
文
庫

所
蔵
史
料

別
六
四
六

─三
七
）
と
あ
り
、
江
戸
向
店
で
商

品
の
売
値
設
定
（
「
代
物
直
打
」
）
を
す
る
際
、
大
丸
の
商
品

を
取
り
寄
せ
て
売
値
を
同
じ
に
な
る
よ
う
に
設
定
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
商
品
値
引
き
を
し
た
結
果
、

札
掛
の
歩
廻
り
（
利
益
率
）
が
悪
く
な
っ
て
い
る
と
も
指
摘

し
て
お
り
、
経
営
不
振
の
時
期
に
お
け
る
値
引
き
設
定
の
難

し
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
他
店
と
の
売
値
比
較
も
自
他
店
比

較
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
検
討
で
き
て
い
な
い
た
め
、
売
値

比
較
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

11）
「
現
金
商
存
入
御
伺
書
之
写
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本

四
七
二

�七
）
。
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基図）「明治6年 第壱大区沾券図」（『中央区沿革図集［日本橋�］』東京都中央区立京橋図書館、1995

年）。
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（

12）
「
別
証
壱
番
」
寛
政
四
年
二
月
十
三
日
（「
証
無
番
状
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
六
五
七
）。

（
13）

「
証
無
番
」
寛
政
五
年
五
月
二
十
日
（
「
証
無
番
状
留
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
八
六
七
）
。
こ
の
土
地
は
明
治
六
年
の
地
図
で
具
体
的
な

場
所
を
確
認
で
き
る
。
第

5図
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
大
伝
馬
町
二
丁
目
の
略
地
図
で
あ
る
。
同
町
十
四
番
地
に
「
島
田
八
郎
右
衛
門
」

と
あ
り
、
代
金
二
八
三
〇
円
と
な
っ
て
い
る
。
寛
政
四
年
に
江
戸
本
店
が
京
本
店
に
通
報
し
た
内
容
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
土
地
が
寛
政
六

年
に
恵
比
須
屋
が
取
得
し
た
土
地
と
思
わ
れ
る
。
角
地
で
あ
り
地
価
も
高
く
、
店
を
構
え
る
に
し
て
も
他
人
に
貸
し
出
す
に
し
て
も
利
用
価
値

の
高
い
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
さ
ら
に
第

5図
か
ら
、
恵
比
須
屋
が
い
ず
れ
か
の
段
階
で
西
隣
の
一
五
番
地
も
取
得
し
て
い
た

こ
と
も
わ
か
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
越
後
屋
に
お
け
る
来
店
者
数
調
査
の
具
体
像
や
調
査
を
踏
ま
え
た
他
店
の
景
況
判
断
の
実
態
、
競
合
他
店
の
行
っ
た
販
売
方

法
の
受
容
と
各
営
業
店
で
の
販
売
方
法
に
与
え
た
影
響
を
と
お
し
て
、
越
後
屋
の
自
他
店
比
較
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
グ
の
様
相
に
つ
い
て
具

体
的
に
検
討
し
て
き
た
。

越
後
屋
で
は
、
江
戸
・
大
坂
に
置
い
て
い
る
各
営
業
店
の
人
入
（
来
店
者
数
）
を
数
え
さ
せ
て
集
計
結
果
を
京
本
店
に
送
ら
せ
て
い
た
。

ま
た
必
要
に
応
じ
て
競
合
他
店
の
来
店
者
数
調
査
も
行
っ
て
い
た
。
三
井
越
後
屋
の
人
入
調
査
方
法
は
手
代
を
他
店
に
派
遣
し
、
あ
る
時
間

帯
（
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
天
明
年
間
の
ケ
ー
ス
で
は
午
後
二
時
か
ら
三
時
頃
）
に
お
い
て
各
店
に
い
る
客
を
数
え
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
共
通
の
条
件
で
他
店
と
の
人
入
数
比
較
を
行
い
、
店
前
売
現
銀
商
の
盛
衰
を
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

人
入
数
を
は
じ
め
と
す
る
他
店
の
動
向
分
析
を
踏
ま
え
て
、
越
後
屋
は
盛
況
な
他
店
と
停
滞
し
て
い
る
他
店
を
見
極
め
、
盛
況
な
他
店
に
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対
し
て
は
店
前
売
を
伸
ば
し
う
る
販
売
方
法
等
に
注
目
し
、
停
滞
し
て
い
る
他
店
に
対
し
て
は
現
状
打
開
の
新
店
舗
展
開
等
を
警
戒
し
て
い

た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
寛
政
六
年
の
大
坂
本
店
の
見
世
開
の
際
、
京
本
店
は
大
坂
本
店
に
対
し
て
岩
城
桝
屋
の
行
っ
て
い
た
販

売
方
法
（
竹
に
切
類
を
か
け
て
店
内
あ
ち
こ
ち
に
置
い
て
お
く
商
品
展
示
方
法
）
を
真
似
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
切
類
の
販
売
を
展
開
し
よ

う
と
い
う
こ
の
時
期
の
越
後
屋
の
方
針
と
も
合
致
し
て
い
た
結
果
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
大
坂
本
店
で
の
試
用
実
績
に
基
づ
い
て
、
京

本
店
は
江
戸
の
営
業
店
に
も
同
様
の
や
り
方
を
提
言
し
た
。
他
店
の
販
売
方
法
で
あ
っ
て
も
越
後
屋
の
店
前
売
現
銀
商
を
立
て
直
す
の
に
有

効
な
手
段
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
人
入
数
調
査
も
他
店
の
動
向
調
査
や
自
他
店
比
較
は
越
後
屋
で
必
要
に
か
ら
れ
て
適
宜

行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
体
系
的
・
恒
常
的
に
行
っ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
以
上
の
よ
う
な
様
々
な
他
店
情
報
を
適

宜
調
査
し
、
自
店
状
況
を
相
対
的
に
評
価
す
る
判
断
材
料
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
経
営
改
善
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
京
本
店
が
、

他
店
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
改
善
策
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い
た
姿
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
来
店
者
数
調
査
と
、
見
世
開
に
お
け
る
他
店
の
販
売
方
法
の
利
用
を
と
お
し
て
、
越
後
屋
の
自
他
店
比
較
に

よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
寛
政
年
間
の
越
後
屋
は
他
に
も
様
々
な
他
店
動
向
の
観
察
や
比
較
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
二
章
小
括
で
若
干
触
れ
た
の
み
で
あ
り
、
本
稿
で
具
体
的
に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
寛
政
年
間

以
外
の
時
期
に
お
け
る
越
後
屋
に
よ
る
他
店
動
向
調
査
に
つ
い
て
も
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
自
他
店
比
較

が
越
後
屋
の
経
営
見
直
し
全
体
に
与
え
た
影
響
や
京
・
江
戸
・
大
坂
の
各
営
業
店
の
意
見
の
相
違
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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